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N
o
.3
7

再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
３
７
号 

平
成
　
年
４
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

20

男女共同参画啓発シリーズ 　 

男女共同参画を推進しよう 
　一時中断をしていました男女共同参画啓発
４コマ漫画シリーズが今月号から復活するこ
ととなりました。身近な視点で男女共同参画
について町民の皆様とともに考えていきたい
と思いますのでよろしくお願いします。 
　さて、日本は「女性の社会的地位」に関し
ては「後進国」と言われています。その背景
には長年培った人々の「意識」「価値観」「慣
習」が変わらないことが大きな要因と考えら
れます。「女性の社会的地位」の先進国入り
を目指すには、身近な家庭、地域、職場など
で人々の意識を変えていくことが重要です。 

◯ 23

　広報やず３月号でお知らせしておりました、「ラジオ深
夜便のつどい」の第一部「こころの時代」講演会の講師、
放送予定が決まりましたのでお知らせします。 

八頭町誕生３周年記念 ラジオ公開録音 

◆詳しくは、広報やず３月号または、八頭町ホーム
ページをご覧下さい。 

内容 

第一部：「こころの時代」講演会 

講師　# 塚 人 志 
・鳥取大学医学部准教授  
・とっとりコミュニケーション研究会会長 
 
放送予定 
平成20年５月23日（金）午後11時20分～翌午前５時  

＜ラジオ第１放送・全国放送＞  
※午前１時からはＦＭでも放送します。なお、放送予定は
変更になる場合があります。 

日時　４月29日（火）：昭和の日 
　　　　10:00～15:00（受付9:00～） 
会場　船岡竹林公園（八頭町西谷） 

 

 
 
  

　竹林でのタケノコ堀り体験、竹トン
ボ飛距離競技、その他「竹」にこだわ
ったたくさんのイベントを企画中です。 
　詳細については、役場船岡支所産業
建設課にお問い合わせください。（172
－3973） 
 
 

　　　　美しいブナの原生林の中
で、春の森林浴をお楽しみください。 
　詳細については、役場八東支所
産業建設課にお問い合わせくださ
い。（184－1226） 
 
 

　　　　公園の中を流れる清流を
会場にヤマメ釣り大会など各種イ
ベントを企画中です（ホームペー
ジで随時更新）。お楽しみに！ 
　詳細については、役場産業課に
お問い合わせください。（176－0208） 

豊かな自然に包まれて 
ご家族・仲間どうしで楽しんでみませんか 

八東ふる里の森オープンイベント開催 八東ふる里の森オープンイベント開催 

開催予定 

第14回ふなおか竹林まつり 第14回ふなおか竹林まつり 

安徳の里姫路公園まつり 安徳の里姫路公園まつり 

ゴールデンウィークはゴールデンウィークはゴールデンウィークは
イベント満載 

　 塚 人 志 

たか つか ひと し 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

平成20年度施政方針  

平成20年度予算の概要 

後期高齢者医療制度が始まりました 

八頭町のごみ収集事情⑦ 

まちの話題 

・・・・・・・・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・・・・・・４～５P 

・・・・・・・６P 

・・・・・・・・・・・・・・７P 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・16～17P 

 

今月の主な内容 

３月15日、郡家図書館でおはなし会がありました。幼少
期に読み聞かせをしてあげると、親子関係が親密になり相
手の気持ちを思いやる心が育つ効果があると言われていま
す。機会があれば毎月町内の図書館（室）で行われるおは
なし会においでください。 
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読み聞かせで思いやりの心を 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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八
頭
町
四
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
さ
ら

に
、
着
実
な
八
頭
町
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
、

町
民
の
一
体
性
の
実
現
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
行
政
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
町
民
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
行
政
の
関
わ
り
方
、
町
民
負
担

の
あ
り
方
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
ま
ち
の

あ
る
べ
き
姿
を
話
し
合
い
、
行
政
の
推
進
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
八
頭
町
の
将
来
像
「
人
が
輝
き
、
集
い
、

夢
広
が
る
ま
ち
　
八
頭
町
」
の
実
現
の
た
め
、

総
合
計
画
を
指
針
と
し
て
、
着
実
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
施
政
方
針
と
三
月
議
会
定

例
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
編
成
方
針
の
概
要

の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

             　
 八

頭
町
行
政
指
針
 

 　
本
町
は
、
合
併
に
伴
う
地
方
交
付
税
特
例

加
算
が
終
了
す
る
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
、

施
設
の
統
廃
合
も
含
め
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
シ
ス
テ
ム
を
、
町
民
の
理
解
を
得
て
、

早
急
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職
員

の
定
員
、
給
与
も
含
め
た
、
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
よ
る
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
歳
出
の
さ
ら
な
る
見
直
し
に
よ

る
抑
制
と
、
事
業
の
重
点
実
施
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

　
歳
入
面
で
も
、
町
民
負
担
等
の
見
直
し
を

含
め
、
自
主
財
源
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
確

保
策
を
講
じ
る
な
ど
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
行
政
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
財
政
の
健

全
性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、「
夢
と
生
き

が
い
の
あ
る
ま
ち
」「
自
然
と
調
和
し
た
ま

ち
」「
ふ
れ
あ
い
の
広
が
る
ま
ち
」「
活
力
と

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」
の
、
総
合
計
画
基
本

理
念
の
実
行
に
取
り
組
み
、
町
民
全
体
の
福

祉
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　
今
年
度
、
①
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
②
や
す
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
③
自
然
と
共
生
し
た
快
適
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
④
豊
か
な
心
を
育
み
文

化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
⑤
魅
力
と
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
柱
に
、
財
政
状
況
を
勘
案

し
つ
つ
、
残
さ
れ
た
合
併
協
定
の
着
実
な
実

行
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
類
似
の
他
団
体

と
の
比
較
を
す
れ
ば
施
設
数
、
人
員
、
機
構

な
ど
で
ま
だ
ま
だ
肥
大
と
な
っ
て
お
り
、
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
事

務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
行
政
事

務
の
総
点
検
を
行
い
ま
す
。 

  平
成
二
十
年
度
予
算
編
成
方
針
 

 　
平
成
二
十
年
度
地
方
財
政
計
画
で
は
、
平

成
十
六
年
度
以
降
削
減
さ
れ
続
け
て
き
た
地

方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
地
方

再
生
対
策
費
の
創
設
等
に
よ
り
微
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
削
減
を

回
復
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
都
市
と
地

方
の
格
差
是
正
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、

引
き
続
き
歳
入
財
源
の
確
保
は
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介

護
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
義
務
負
担
を
伴
う

行
政
事
務
が
、
増
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
公

債
費
の
償
還
額
も
前
年
に
比
べ
減
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
依
然
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
防
災
基
盤
整
備
、
福
祉

や
保
健
の
充
実
、
産
業
振
興
、
教
育
の
充
実

な
ど
に
つ
い
て
、
事
業
の
優
先
順
位
を
検
討

し
、
行
政
改
革
を
行
い
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

財
源
を
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
諸
政
策
の
積
極

的
な
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。 

　
 

○
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
 

　
ま
ち
づ
く
り
 

 　
情
報
公
開
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、「
町

民
意
見
公
募
手
続
条
例
」
を
制
定
し
、
町
民

各
位
に
関
わ
り
の
深
い
事
業
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
意
見
を
伺
う
こ
と
を
制
度
化
致
し

ま
す
。 

　
世
界
人
権
宣
言
六
十
周
年
に
あ
た
り
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
消
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う
各
種
人
権
・
同
和
教
育
の
諸
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
講
座
、
講

演
会
の
開
催
等
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
む
け
た

政
策
を
推
進
し
ま
す
。 

  

　
 

○
や
す
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の
あ
る
 

　
ま
ち
づ
く
り
 

 　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
保
育
料

の
軽
減
、
拠
点
施
設
に
よ
る
延
長
保
育
及
び

土
曜
日
の
午
後
保
育
、
病
後
児
保
育
を
実
施

し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
、
保
護
者
の

皆
様
方
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
本
年
度
よ
り
出

生
児
全
員
に
出
産
祝
い
金
を
支
給
致
し
ま
す
。

二
年
目
と
な
る
「
発
達
障
害
者
支
援
開
発
事

業
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
八
頭

町
の
将
来
を
見
据
え
た
効
果
的
な
保
育
体
制

実
現
の
た
め
に
「
保
育
所
適
正
配
置
審
議
会
」

に
お
い
て
、
調
査
・
審
議
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
年
内
に
は
答
申
を
い
た
だ
け
る

予
定
で
す
。 

　
高
齢
者
福
祉
充
実
策
と
し
て
、
引
き
続
き

敬
老
会
、
金
婚
記
念
祝
賀
式
の
実
施
、
広
域

連
合
の
運
営
に
よ
る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
開
始
、
介
護
保
険
で
実
施
し
ま
す
予
防

健
診
（
生
活
機
能
評
価
）
の
充
実
に
力
を
入

れ
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

 ○
自
然
と
共
生
し
た
快
適
で
安
全
な
 

　
ま
ち
づ
く
り
 

 　
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
ヵ
年
計
画
で
防
災
行
政
無
線
を
更
新
し
、

旧
町
単
位
で
放
送
さ
れ
て
い
る
電
波
の
統
一
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い
、

防
災
の
要
と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
山
間
部

の
難
視
聴
区
域
に
お
け
る
共
同
ア
ン
テ
ナ
整

備
補
助
の
実
施
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
に
つ
い
て

は
具
体
的
方
向
性
を
検
討
の
上
、
各
集
落
で

説
明
会
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
鉄
道
、
バ
ス
の
問
題
も
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
が
、
重
要
な
公
共
交
通
の
維
持
に

む
け
、
利
用
の
啓
発
を
よ
り
一
層
行
っ
て
い

き
ま
す
。
鉄
道
に
つ
い
て
は
国
の
支
援
制
度

が
当
初
の
と
お
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
議
会
の
合
意
を
得
て
当
面
の
運
行
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
住
環
境
整
備
促
進
で
は
、
桜
ヶ
丘
の
分
譲

を
開
始
し
、
定
住
促
進
の
決
め
手
と
し
て
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
下
で
も
先
進
的
な
「
青
パ
ト
」

の
取
り
組
み
に
よ
り
地
域
、
学
校
、
保
護
者

が
連
携
し
た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
九
月
一
日
を
「
八
頭

町
防
災
の
日
」
と
し
、
防
災
意
識
の
浸
透
を

行
う
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
制
度
を
拡
充
し
、

個
人
住
宅
の
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。
災
害
時

要
援
護
者
登
録
活
動
の
取
り
組
み
を
、
民
生

委
員
さ
ん
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
継
続
し
実

施
し
ま
す
。 

 ○
豊
か
な
心
を
育
み
文
化
の
薫
る
 

 
ま
ち
づ
く
り
 

 　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
校
教
育
の

充
実
を
よ
り
一
層
図
る
た
め
、
一
部
の
学
級

で
三
十
人
学
級
の
実
施
、
複
式
学
級
解
消
を

行
い
ま
す
。
中
央
中
学
校
校
舎
の
改
築
が
完

了
し
、
二
十
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
造
成
、

プ
ー
ル
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
少
子
化
を
踏

ま
え
「
学
校
適
正
配
置
審
議
会
」
に
お
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
新
年
度
早
々

に
は
中
学
校
に
つ
い
て
中
間
答
申
が
、
全
体

で
は
年
度
末
に
は
最
終
答
申
を
い
た
だ
け
る

予
定
で
す
。 

　
各
公
民
館
は
連
携
を
密
に
し
、
き
め
細
か

な
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
文
化
・
体
育
活
動
等
の
拠
点
と
し
、

地
域
や
町
の
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
き
ま

す
。 

 ○
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
魅
力
と
 

　
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

 　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
支
援
事
業
な
ど
で
農
林
業
の
振
興

を
進
め
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
で
農
地
、
農
業
用
施
設
等
の
資
源
の
保

全
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
の
取
り
組
み
を
関
係
団
体
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。
森
林
の
多

面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
作
業
道
等
各
種

事
業
の
推
進
、
ま
た
商
工
会
、
観
光
協
会
と

連
携
し
て
郡
家
駅
前
活
性
化
を
は
じ
め
と
す

る
振
興
策
を
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
商
工

業
融
資
事
業
を
行
い
、
事
業
者
の
方
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。 

　
イ
ベ
ン
ト
は
第
四
回
き
ら
め
き
祭
を
、
第

三
回
森
下
広
一
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
充
実
、

発
展
さ
せ
、
二
〇
〇
九
鳥
取
・
因
幡
の
祭
典

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
積
極
的
に
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。 

　
国
際
交
流
で
は
、
韓
国
横
城
郡
と
子
ど
も

相
互
交
流
、
職
員
の
相
互
派
遣
等
を
行
い
、

国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア

ー
の
実
施
や
空
き
家
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

定
住
促
進
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し
ま
す
。 

 ○
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
 

 　
こ
の
先
、
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
算
定

が
終
了
す
る
年
次
ま
で
に
、
将
来
の
歳
入
規

模
を
見
越
し
た
歳
出
規
模
の
縮
小
が
必
要
で

す
。
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
着
実
に
実
施
し
、
健
全
財
政
の
構
築
を

行
う
と
と
も
に
、
町
民
の
方
に
も
一
定
の
痛

み
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
中
で
、
施
設
、
補

助
金
、
使
用
料
等
の
見
直
し
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
総
合
計
画
に
も
多
く
の
事
業
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
現
状
を
検
証
し
、

費
用
対
効
果
を
町
民
各
位
に
情
報
提
供
を
行

い
、
執
行
に
つ
い
て
は
町
民
合
意
の
も
と
に

進
め
、
効
率
的
な
行
政
運
営
、
健
全
な
財
政

運
営
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 　
終
わ
り
に
、
町
民
各
位
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
平
成
二
十
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
度
施
政
方
針
か
ら
（
要
旨
） 

平

木
　
　
誠
　
町
長
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™町　税……皆さんから、町に納めて頂く税金（町
民税・固定資産税・町たばこ税等）です。 

™地方交付税……国が徴収する税金（所得税・法人
税・酒税・消費税等）の中から町の財
政需要に応じて交付されるお金です。 

™分担金及び負担金……特定の利益を受けた人から
徴収するお金です。 

™国庫支出金……特定の行政目的をもって、特定の
事務・事業の全部又は一部に充てるた
めに国から支出されるお金です。 

™県支出金……特定の行政目的をもって、特定の事
務・事業の全部又は一部に充てるため
に県から支出されるお金です。 

™繰入金……財源不足を補てんするため基金から繰
り入れるお金です。

™諸収入等……特定の歳入のための科目ではなく他
の収入科目に含まれない収入と前年度
の繰越金をまとめたお金です。 

™町　債……大きな事業を行うために国や県、金融
機関などから借り入れるお金です。 

™その他……地方譲与税、地方消費税交付金、地方
特例交付金などをまとめたお金です。 

集落公民館等改修助成事業 
田舎ぐらし事業 
男女共同参画推進事業 
テレビ共同アンテナ改修助成事業 
防災行政無線整備事業 
路線バス運行助成事業 
若桜鉄道対策事業 
防犯対策事業 
国際交流事業 
合併3周年記念事業 
国民健康保険特別会計繰出金 
社会福祉協議会補助金 
地域改善対策推進事業 
在宅福祉事業 
介護保険特別会計繰出金 
包括支援センター事業 
老人クラブ支援事業 
特別医療助成事業 
自立支援制度事業 
作業所等支援事業 
発達障害者支援開発モデル事業 
後期高齢者医療事業 
後期高齢者医療特別会計繰出金 
出生祝金事業 
放課後児童クラブ運営事業 
ファミリーサポートセンター事業 

土曜日午後保育・病後児保育事業 
子育て支援事業 
ごみ処理事業 
特定健康審査事業 
中山間直接支払交付金事業 
チャレンジプラン支援事業 
農地・水・環境保全向上対策事業 
農業集落排水特別会計繰出金 
地籍調査事業 
野生鳥獣被害防止事業 
商工業融資事業 
町道私都中央線改良事業 
町道下日下部線改良事業 
公共下水道特別会計繰出金 
耐震改修等助成事業 
外国青年招致事業費 
少人数学級及び複式学級解消事業 
中央中学校整備事業 
成人式事業 
公民館講座事業 
敬老会開催事業 
移動図書館車整備事業 
人権教育推進事業 
マラソン大会開催事業 
宅地造成事業（宅地造成特別会計） 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

122万円 
45万円 
34万円 
250万円 

45,540万円 
2,117万円 
729万円 
95万円 
419万円 
31万円 

15,346万円 
7,225万円 
1,774万円 
657万円 

25,130万円 
1,070万円 
786万円 

9,917万円 
17,165万円 
1,073万円 
817万円 

17,111万円 
6,178万円 
150万円 
794万円 
268万円 

1,400万円 
907万円 

30,479万円 
1,335万円 
2,908万円 
317万円 
846万円 

64,500万円 
6,535万円 
827万円 

9,569万円 
3,700万円 
9,010万円 
32,204万円 
274万円 
920万円 

4,176万円 
31,413万円 
115万円 
212万円 
882万円 
777万円 

2,597万円 
300万円 

12,579万円 

防災行政無線整備に着手　－平成20年度予算の概要－ 防災行政無線整備に着手　－平成20年度予算の概要－ 防災行政無線整備に着手　－平成20年度予算の概要－ 
™議会費……議会運営に使うお金です。
™総務費……課税徴収、選挙、統計など町の総括的

な事務に使うお金です。
™民生費……社会福祉、身体障害者、高齢者、児童

福祉など福祉全般の事務・事業に使う
お金です。 

™衛生費……感染症予防、成人等保健、母子保健
や環境保全、ごみ処理などに使うお
金です。 

™農林水産業費……農業委員会運営や農業振興、
農道整備などに使うお金です。 

™商工費……商工業の振興、観光イベントなどに使
うお金です。 

™土木費……都市基盤整備や道路、公園、河川など
の維持管理・改良等に使うお金です。 

™消防費……消防団運営、防災行政無線維持管理、
消防組合負担金などに使うお金です。 

™教育費……小・中学校の運営費用や公民館、図書
館など教育全般の事務・事業に使うお
金です。 

™公債費……町が借り入れたお金を返済するために
使うお金です。 

™災害復旧費……災害対策に使うお金です。 

歳　出（目的別） 歳　入 

平成20年度の予算の中で重点施策として取り組む主な事業は次のとおりです。 主な事業と予算 

一般会 計予算 

自主財源

22.8％

依

存
財 源　77.2％

地方交付税 
46億7,711万7千円 
　　（51.2％） 

　　町債 
13億7,940万0千円 
　　（15.1％） 

　　町債 
13億7,940万0千円 
　　（15.1％） 

町税 
14億288万6千円 
　　（15.3％） 

使用料及び手数料・ 
財産収入 

8,090万5千円 
　　（0.9％） 

使用料及び手数料・ 
財産収入 

8,090万5千円 
　　（0.9％） 

繰入金 
2億4,000万6千円 
　　（2.6％） 

分担金及び 
負担金・寄附金 
1億62万3千円 
　　（1.1％） 

諸収入等 
2億5,837万8千円 
　　（2.9％） 

その他 
2億9,058万3千円 
　　（3.2％） 国庫支出金 

2億1,349万1千円 
（2.3％） 

県支出金 
4億9,761万1千円 
　（5.4％） 

歳 出  
91億4,100万円 

総務費 
14億6,734万4千円 
　（16.0％） 

民生費 
22億8,406万2千円 
（25.0％） 

衛生費 
7億528万9千円 
　（7.7％） 

農林水産業費 
10億4,110万1千円 
　（11.4％） 

農林水産業費 
10億4,110万1千円 
　（11.4％） 

商工費 
1億1,462万8千円 
　（1.3％） 

土木費 
7億529万0千円 
　（7.7％） 

消防費　　 
3億25万4千円 
　（3.3％） 

議会費 
1億382万8千円 
　（1.1％） 

その他 
2,572万1千円 
　（0.3％） 

公債費 
12億5,462万0千円 
　（13.7％） 

教育費 
11億3,886万3千円 
　（12.5％） 歳 入  

91億4,100万円 

国 民 健 康 保 険  

簡 易 水 道  

住 宅 資 金  

老 人 保 健  

公 共 下 水 道  

農 業 集 落 排 水  

介 護 保 険  

宅 地 造 成  

墓 地 事 業  

老人居室・障害者住宅整備資金

後 期 高 齢 者 医 療  

上 私 都 財 産 区  

市 場 ・ 覚 王 寺 財 産 区  

上 津 黒 ・ 下 津 黒 財 産 区  

篠 波 財 産 区  

特 別 会 計 合 計 

18億5,850万0千円 

3億220万0千円 

2,420万0千円 

2億8,730万0千円 

4億5,270万0千円 

7億9,100万0千円 

15億0万0千円 

1億4,480万0千円 

180万0千円 

37万7千円 

1億7,610万0千円 

537万1千円 

3万5千円 

11万5千円 

1,996万9千円 

55億6,446万7千円 

特別会計予算 
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ご
み
収
集
を
委
託
し
て
い
る
業

者
に
同
行
し
て
、
町
内
で
収
集
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て
取
材
を
行
い

ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
そ
の
第
７
弾
と
し
て
、

前
回
の
「
小
型
破
砕
ご
み
」
の
続

き
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

○
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト 

　
小
型
破
砕
ご
み
は
、
袋
を
使
わ

ず
、
直
接
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い（
カ
ゴ
は
既
存
の
カ
ゴ
を
使
用
）。

た
だ
し
、
カ
ゴ
の
網
の
目
よ
り
小

さ
い
物
や
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
や
刃

物
な
ど
は
、
透
明
な
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
危
険
な

物
が
入
っ
て
い
る
と
き
は
、「
キ

ケ
ン
」「
割
れ
物
あ
り
」
等
、
ご

み
を
出
す
人
や
収
集
す
る
人
が
よ

く
分
か
る
よ
う
に
、
赤
字
で
袋
に

書
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
可
燃
部
分
は
取
り
外
し

て
、
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
収
集
し
て
い
る
と
、
小
型

破
砕
ご
み
以
外
の
ご
み
が
混
ざ
っ

て
い
ま
す
。
選
別
作
業
が
困
難
に

な
り
ま
す
の
で
今
一
度
、
分
別 

               

の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
、
よ
く
乾
電
池
や
中

身
の
残
っ
た
容
器
も
混
じ
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
別
区

分
に
仕
分
け
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

○
小
型
破
砕
ご
み
の
処
理 

　
収
集
さ
れ
た
小
型
破
砕
ご
み
は
、

鳥
取
県
東
部
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
処
理
さ
れ
ま
す
。 

　
最
初
に
、
受
け
入
れ
ヤ
ー
ド
に 

収
集
さ
れ
た
ご
み
を
全
部
ひ
ろ
げ

て
、
最
初
に
人
の
手
に
よ
っ
て
分

け
ら
れ
ま
す
。 

　
ケ
ー
ブ
ル
類
は
、
コ
ン
ベ
ア
に

か
ら
ま
る
の
で
こ
こ
で
取
り
除
き
、

コ
ー
ド
な
ど
の
銅
線
は
リ
サ
イ
ク 

                  

ル
に
回
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
破
砕
機
に
か
け
て
手

選
別
ラ
イ
ン
で
選
別
し
ま
す
。 

        

　
こ
こ
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
み
を
選

別
す
る
の
で
、
特
に
大
変
な
う
え
、

危
険
が
伴
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
分

別
が
と
て
も
大
事
で
す
。 

※
今
ま
で
あ
っ
た
事
例
（
八
頭
町

　
の
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
） 

・
腐
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
・
貝
殻
な
ど 

・
農
薬
、
農
薬
の
容
器 

・
注
射
器
な
ど
の
医
療
廃
棄
物 

・
ガ
ス
の
残
っ
た
ラ
イ
タ
ー 

・
乾
電
池 

　
小
型
破
砕
ご
み
の
分
別
も
、
昔

に
比
べ
て
随
分
良
く
な
っ
た
よ
う

で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

廃
棄
物
等
審
議
会
委
員
の
募
集 

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合 

八
頭
八
頭
町
の
ご
み
収
集
事
情

収
集
事
情 

八
頭
町
の
ご
み
収
集
事
情 

現
場
リ
ポ
ー
ト
⑦ 

受け入れヤードの様子 

燃料の残ったライター 

手選別ラインの様子 

小型破砕ごみに出ていたカン・ビン 

◇
協
議
内
容
　
①
鳥
取
県
東
部
広

域
行
政
管
理
組
合
を
構
成
す
る

市
町
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再

利
用
に
つ
い
て 

②
鳥
取
県
東

部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
設
置

す
る
公
の
施
設（
因
幡
霊
場
、

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば
、
白
兎

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）の
管
理

運
営
に
つ
い
て 

◇
募
集
人
数
　
３
人
程
度 

◇
任
　
　
期
　
平
成+

年
５
月
１

日
か
ら
平
成-

年
４
月5

日
ま
で 

◇
開
催
回
数
　
年
３
回
程
度 

◇
報
　
　
酬
　
出
席
１
回
に
つ
き

９
千
円 

◇
応
募
資
格
　
鳥
取
県
東
部
市
町

に
在
住
の+

歳
以
上（
平
成+

年

４
月
１
日
現
在
）の
人
で
、
平
日

開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方 

◇
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
応
募
理
由
を

記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
、
決

定
し
ま
す
。 

◇
募
集
期
間
　
平
成+

年
４
月)

日（
金
）必
着 

◇
応
募
先
　
〒
６
８
０
―
０
０
５
２ 

鳥
取
県
鳥
取
市
鍛
冶
町)

番
地
２ 

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
　

事
務
局
　
生
活
環
境
課 

1（
０
８
５
７
）1

―
０
５
３
２ 
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０
８
５
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「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が 

始
ま
り
ま
し
た 

　
平
成+
年
３
月
ま
で
はb

歳
（
一

定
の
障
が
い
が
あ
る
人
はX

歳
）

以
上
の
方
は
「
老
人
保
健
制
度
」

で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
新
し
く
創
設
さ
れ
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、

近
年
の
急
速
な
高
齢
化
に
対
応
す

る
新
し
い
仕
組
み
と
し
て
、b

歳

以
上
の
高
齢
者
全
員
が
加
入
す
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
制
度
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
鳥
取
県
内
に
住
むb

歳
（
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
方
で
認
定
を

受
け
た
方
はX

歳
）
以
上
の
方

全
員
が
こ
の
制
度
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保

険
な
ど
を
資
格
喪
失
し
、
新
し

く
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

◇
給
付
や
、
お
医
者
さ
ん
で
お
支

払
い
い
た
だ
く
自
己
負
担
な
ど

は
、
老
人
保
健
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。 

◇
被
保
険
者
個
人
単
位
で
、
所
得

に
応
じ
た
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

◇
制
度
の
運
営
は
、*

市
町
村
が

加
入
し
た
「
鳥
取
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
で
行
い
ま

す
。 

◇
保
険
証
は
、
１
人
に
１
枚
交
付

さ
れ
ま
す
。 

 
申
請
の
受
付
な
ど
窓
口
業
務
は

市
町
村
で
行
い
ま
す 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
県

内*

市
町
村
す
べ
て
が
加
入
す
る

広
域
連
合
が
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
申
請
・
届
出
の
受
付
や
被
保
険

者
証
・
各
種
証
明
書
の
引
渡
し
な

ど
の
窓
口
業
務
は
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

対
象
と
な
る
方
は
？ 

　b

歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
とX

歳
以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
一
定

の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
で
す
。 

　
寝
た
き
り
な
ど
の
一
定
の
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
老
人
保
健
で

認
定
を
受
け
て
い
た
方
は
、
認
定

を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、「
被

保
険
者
証
」
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
「
障
害
認
定
」

を
受
け
て
い
る
方
は
、
本
人
か
ら

の
申
し
出
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
な
い
こ
と
も
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

た
に
保
険
料
が
発
生
す
る
こ
と
な

ど
の
理
由
か
ら
加
入
を
希
望
さ
れ

な
い
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

対
象
と
な
る
と
き
は
？ 

　
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い

た
方
と
平
成+

年
４
月
１
日
ま
で

にb

歳
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
制

度
開
始
時
の
平
成+

年
４
月
１
日

か
ら
で
す
。
そ
れ
以
降
にb

歳
と

な
る
方
は
、
誕
生
日
当
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、X

歳
以
上
で

一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
認
定

を
受
け
た
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

 

全
員
が
保
険
料
を
納
め
ま
す 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
全
員
が
所
得
な
ど
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
る
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
原
則
と
し
て
介
護
保
険
料

と
同
様
に
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。 

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
１
人
当

た
り
い
く
ら
と
決
め
ら
れ
る
「
均

等
割
額
」
と
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
る
「
所
得
割
額
」

を
合
計
し
て
、
個
人
単
位
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
鳥
取
県
に
お
け
る
平

成+

年
度
・,

年
度
の
保
険
料
率

は
均
等
割
額
４
１
，５
９
２
円
、
所

得
割
率
100
分
の
7.75
で
す
。 

　
所
得
の
低
い
方
は
、
保
険
料
の

均
等
割
額
が
世
帯
の
所
得
水
準
に

あ
わ
せ
て
、
７
割
、
５
割
、
２
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
や
共

済
組
合
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
を

得
た
日
の
あ
る
月
か
ら
２
年
間
、

保
険
料
の
均
等
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
例
措
置
に

よ
り
、
平
成+

年
度
に
お
い
て
は
、

４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保
険
料
は

か
か
ら
ず
、!

月
か
ら
３
月
ま
で

の
間
は
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

保
険
料
の
納
め
方
は
？ 

◇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お

ら
れ
た
方
の
う
ち
受
け
て
い
る

年
金
額
が
年
額)

万
円
以
上
の

方
は
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な
り
ま

す
。
４
月
上
旬
に
通
知
書
を
お

届
け
し
ま
す
。 

◇
社
会
保
険
に
加
入
（
被
扶
養
者

を
除
く
）
し
て
お
ら
れ
た
方
の

う
ち
受
け
て
い
る
年
金
額
が
年

額)

万
円
以
上
の
方
は
、
７
月

に
通
知
書
を
お
届
け
し
、
７
月

か
ら
９
月
ま
で
は
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
、!

月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。 

◇
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、!

月
か
ら
の

納
付
と
な
り
ま
す
。 

◇
受
け
て
い
る
年
金
額
が
年
額)

万
円
未
満
の
方
や
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
1/2
を

超
え
る
方
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
、

７
月
に
通
知
書
を
お
届
け
し
ま

す
。 

 

お
こ
と
わ
り 

　
こ
の
広
報
は
、
国
が
示
す
資

料
な
ど
に
基
づ
き
説
明
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
変
更
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

八
頭
町
役
場 

福
祉
課 

　
1c

―
０
２
０
５ 

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

　
1（
０
８
５
８
）7

―
１
０
９
７ 
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新しく入った本 

日  時 

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室 

4月13日（日） 
15：00～15：30 

4月23日（水） 
16：00～16：30

4月5日（土） 
4月19日（土） 
15：00～15：20 
15：30～15：50

4月23日（水） 
16：00～16：30

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます。 

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町北山48－1

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－6622

郡家図書館 
船岡図書室 
八東図書室 

みんなの  
図書館（室） http://library.town.yazu.tottori.jp/

＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。 
＊貸出中の場合はご予約ください。 
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます） 

携帯電話からの本の検索・予約はこちら 

　八頭町の図書館（室）では、子どもの本を「選
ぶこと・伝えること」に力を注いでいます。 
 
　　 選ぶこと 
　最近の出版はメディアとの関係が切っても切
れません。とりわけ児童書はその影響を受けや
すいと感じますが、「食の安全」ほど意識され
ることは少ないのではないでしょうか。 
　子どもの年齢や興味に合うもの、感性を大切
にしてくれるものを見極めるために、司書はい
つも子どもの本をくりかえし読み、評価してい
ます。 
 
　　 伝えること 
　自分で「読む」のも楽しいけれど、もっと楽
しいのは「読んでもらう」こと！ 
　選んだ本を棚に並べるだけでなく「伝える」た
めに、来館してくれた子どもたちと一緒に本を
読んだり、読み聞かせに出向いたりしています。 
　また、各館で毎月開催している「おはなし会」
では、えほんやおはなしの読み聞かせ・語りを
聴くことができます。 

 
 
　 日 時：4月26日（土）10：30～11：30 
　 場 所：船岡図書室2階大広間 
　 内 容：えほんの読み聞かせなど 

　図書館による地域の活性化支援のため、次の
とおり講演会が開かれますので多数ご参加くだ
さい。（参加無料）  
　日　時　平成20年4月13日（日）午後１時30から 
　定　員　150名程度 
　場　所　若桜町中央公民館 
　内　容　若桜鉄道沿線を元気にするために何

をすべきか、世界のSL事情に精通
し図書を多数出版しているトラベル
ライター白川淳さんからSLの魅力
と提案をしていただきます。 

　主　催　鳥取県立図書館、若桜鉄道沿線図書館 
　共　催　若桜町、若桜町教育委員会、若桜鉄

道沿線活性化協議会、若桜鉄道利用
促進実行委員会 

日 月 火 水 木 金 土 

４月のカレンダー 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30  

休館日　　開館時間　10：00～18：00

1 

2 

3 

4 

5 

6

図解NPO法人のつくり方・運営のしかた 

自閉症の子とたのしく暮らすレシピ 

めぐらし屋 

ねにもつタイプ 

ブラジルのごはん 

あさですよ　よるですよ 

宮入賢一郎 

佐藤　智子 

堀江　敏幸 

岸本佐知子 

農山漁村文化協会 

かこさとし 

郡家図書館 

1 

2 

3 

4 

5 

6

ぬばたま 

5年3組リョウタ組 

こうふくみどりの 

リボン刺しゅうの本 

ブンダバーとモモ 

なーんだなんだ 

あさのあつこ 

石田　衣良 

西　加奈子 

小倉ゆき子 

くぼしまりお 

カズコ　Ｇ・ストーン 

1 

2 

3 

4 

5 

6

乳と卵 

夢をかなえるゾウ 

真珠湾攻撃総隊長の回想 

山陰の風致　松原幹夫写真集 

おみせ 

あっちゃんあがつく 

川上未映子 

水野　敬也 

淵田美津雄 

松原　幹夫 

五十嵐豊子 

みね　よう 

船岡図書室 

八東図書室 

選ぶこと・伝えること 

SLと若桜鉄道の魅力 

子ども読書週間おはなし会（船岡図書室） 

～図書館司書の仕事～ 

※4/1は臨時休館 

 

隼
小
学
校
　!

人 
 

中
村
　
華
笑
　
　垣
田
　
唯
那 

池
本
　
美
輝
　
　松
田
　
朋
也 

福
田
　
春
陽
　
　河
崎
　
志
乃 

上
田
　
愛
優
　
　植
田
　
穂
香 

森
本
　
真
羽
　
　垣
本
　
拓
夢 

  

船
岡
小
学
校
　/

人 
 

小
嶋
　
美
咲
　
　西
川
　
莉
央 

藤
田
　
莉
緒
　
　中
原
　
優
花 

冨
山
　
敦
生
　
　清
水
　
颯
人 

岡
村
　
玲
奈
　
　池
本
　
　
栞 

佐
々
木
里
菜
　
　林
　
　
風
花 

下
田
　
凌
裕
　
　西
尾
　
涼
奈 

奥
井
玖
巳
果
　
　有
澤
　
希
恵 

山
下
　
優
里
　
　筧
　
ち
さ
き 

荒
子
　
愛
都
　
　山
根
　
海
聖 

池
本
　
啓
佑
　
　寺
西
　
　
宰 

山
根
な
な
か
　
　岸
本
　
大
毅 

福
岡
　
優
菜
　
　坂
本
　
向
生 

  

大
江
小
学
校
　３
人 

 

中
西
　
美
愛
　
　谷
尾
　
悠
斗 

林
　
　
睦
実 

郡
家
西
小
学
校R

人 
 

中
浦
さ
と
り
　
　毛
利
　
真
也 

國
政
　
竜
也
　
　北
村
　
友
樹 

茂
上
　
航
大
　
　宮
田
　
一
輝 

石
原
萌
絵
和
　
　石
破
　
琉
生 

田
中
　
達
也
　
　森
木
咲
耶
花 

井
上
　
真
羽
　
　山
田
　
乃
愛 

木
原
　
未
稀
　
　間
屋
口
陽
平 

福
田
　
　
駿
　
　佐
藤
　
遥
香 

藪
田
　
遥
奈
　
　小
林
　
　
幹 

野
田
み
や
び
　
　山
根
　
愛
萌 

植
田
　
生
来
　
　高
橋
　
怜
玖 

小
谷
　
彩
乃
　
　藤
田
　
夏
帆 

西
尾
　
夏
萌
　
　田
村
　
亜
弥 

奥
平
　
佑
亮
　
　山
!
　
千
緒 

田
中
　
　
萌
　
　細
田
　
遥
香 

川
上
　
雅
大
　
　小
谷
　
啓
斗 

中
口
　
美
羽
　
　生
田
　
妃
奈 

井
上
　
真
依
　
　宮
上
　
祐
記 

井
関
　
竜
奨
　
　岡
垣
　
汐
莉 

大
谷
　
琳
央
　
　奥
田
　
大
湖 

冨
山
　
拓
海
　
　寺
坂
あ
か
り 

平
木
明
優
杜
　
　田
中
　
哲
矢 

尾
田
　
祟
侑
　
　川
口
　
美
優 

中
村
　
大
毅
　
　米
田
　
彩
花 

糸
井
　
敬
太
　
　谷
口
　
佑
衣 

澤
田
　
侑
束
　
　松
川
明
日
香 

瀧
本
　
尚
輝
　
　小
村
　
　
颯 

木
島
　
由
貴
　
　澤
村
　
大
輔 

大
川
　
愛
友
　
　大
谷
　
遥
希 

落
合
　
由
美 

　４月８日（火）に町内の各小学校で入学式が開催されます。今年の新一年生は男子84人、
女子90人の計174人で、昨年と比べると７人の減となっています。各小学校に入学される
児童のみなさんは次のとおりです。（３月21日現在・敬称略・生年月日順） 

     

郡
家
東
小
学
校
　>

人 
 

岡
森
　
涼
介
　
　白
岩
　
真
菜 

山
本
　
美
羽
　
　山
名
　
　
心 

寺
谷
　
深
玖
　
　中
山
　
朋
弥 

西
尾
奈
菜
子
　
　　
本
　
妃
奈 

竹
内
　
晴
乃
　
　田
井
　
裕
也 

安
部
　
智
也
　
　山
中
　
基
矢 

田
渕
　
　
怜
　
　田
中
　
柾
耀 

横
川
　
　
翔
　
　岩
村
　
歩
美 

岡
垣
　
駿
輔
　
　土
井
　
裕
愛 

西
村
　
沙
織
　
　堀
　
　
海
斗 

井
澤
緋
奈
厘
　
　宮
!
　
千
容 

西
尾
　
雅
也
　
　藤
田
祥
太
朗 

碓
本
　
奈
央
　
　朝
倉
　
拓
夢 

大
江
　
凌
生
　
　勝
原
　
未
悠 

安
部
航
太
朗
　
　川
口
　
大
輔 

織
田
　
蒼
　
　
　木
村
美
詩
乃 

鎌
谷
　
誠
心
　
　大
上
　
翔
生 

大
黒
　
百
花
　
　坂
本
　
幸
志 

坂
本
　
大
詩
　
　城
口
　
由
伎 

森
本
　
優
衣 

丹
比
小
学
校
　0

人 
 

小
林
　
　
岳
　
　　
田
　
陽
香 

谷
口
　
柊
斗
　
　橋
本
　
知
憲 

日
置
　
恵
樹
　
　清
水
　
梨
沙 

矢
部
　
綾
乃
　
　増
田
　
七
夢 

竹
内
　
怜
来
　
　竹
内
く
ら
ら 

田
中
　
瞭
多
　
　安
住
　
鈴
香 

瀬
戸
根
真
起
子
　
　澤
田
　
誠
人 

横
野
　
沙
世
　
　川
上
　
基
希 

中
原
　
光
志
　
　奥
村
　
日
向 

川
上
う
ら
ら
　
　山
本
　
　
創 

太
田
　
千
尋
　
　新
野
　
竜
樹 

多
内
　
光
誠
　
　内
田
　
晃
太 

竹
内
　
魁
梨 

  

八
東
小
学
校
　５
人 

 

野
!
　
　
舞
　
　加
藤
　
遥
大 

保
木
本
拓
海
　
　竹
田
　
裕
翔 

岸
野
　
夕
稀 

  

安
部
小
学
校
　９
人 

 

岡
!
　
悠
馬
　
　飯
田
　
純
平 

坂
本
　
祐
介
　
　藤
田
　
真
歩 

山
口
　
直
輝
　
　内
田
　
奏
杜 

鎌
田
　
伊
織
　
　藤
田
　
翔
大 

藤
田
　
　
舞 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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予
防
接
種
法
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
三
種
混
合
１
期
初
回
は
「+

日
か
らO

日
ま
で
の
間
隔
を
お
い

て
３
回
接
種
す
る
」、
日
本
脳
炎

１
期
初
回
は
「
６
日
か
ら3

日
ま

で
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
接
種
し
、

１
期
追
加
は
初
回
接
種
後
概
ね
１

年
お
い
て
１
回
接
種
す
る
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
の

間
隔
以
外
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は

予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
予
防

接
種
（
任
意
接
種
）
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
間
隔
を
過
ぎ
て
接
種
を
希

望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
は
、
医
療
機
関
か
保
健
セ
ン
タ

ー
で
接
種
前
に
説
明
を
受
け
同
意

の
上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接

種
費
用
に
つ
い
て
は
対
象
年
齢
内

で
あ
れ
ば
今
ま
で
ど
お
り
町
が
助

成
い
た
し
ま
す
が
任
意
接
種
後
の

健
康
被
害
に
つ
い
て
は
国
の
健
康

被
害
救
済
制
度
で
は
な
く
、
独
立

行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
法
に
基
づ
く
救
済
制
度
の
取

扱
い
と
な
り
ま
す
。
間
隔
を
過
ぎ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
詳
細
・
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
20
年
4
月
か
ら
麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の 

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
！ 

八
頭
町
障
害
者
等 

医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

◇
受
給
資
格
者 

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
５

級
を
お
持
ち
の
方
、
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
方
及
び
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
又
は
２
級
を
お

持
ち
の
方
（
特
別
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
で
本
人
の
年
間
所
得

が
一
定
以
上
の
方
）。 

※
右
記
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

も
、次
に
該
当
す
る
方
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。 

・
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
り

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方 

・
生
活
保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受

け
て
い
る
方 

・
特
別
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者 

◇
給
付
の
期
間 

　
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
日
の
属

す
る
月
の
初
日
か
ら
で
す
。 

◇
助
成
の
方
法 

　
医
療
費
の
助
成
は
、
療
養
又
は

医
療
を
受
け
た
病
院
、
医
院
若
し

く
は
薬
局
等
の
発
行
す
る
被
保
険

者
等
の
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
に
基
づ
い
て
給
付
し
ま
す
。
レ

シ
ー
ト
の
場
合
は
、
必
ず
八
頭
町

指
定
の
領
収
書
に
記
入
し
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

    

◇
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の 

　
保
険
診
療
の
給
付
対
象
と
な
ら

な
い
も
の
（
例
…
入
院
中
の
食
事

代
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
病
衣
代
、

容
器
代
、
文
書
料
等
） 

◇
助
成
割
合
（
原
則
） 

            

※
身
障
１
級
、
２
級
・
療
育
Ａ
・

精
神
１
級
の
等
級
の
方
は
、
特
別

医
療
に
定
め
る
一
定
額
以
上
の
所

得
の
方
で
、
特
別
医
療
費
助
成
制

度
対
象
外
の
方
に
限
り
ま
す
。 

　
な
お
、
世
帯
の
課
税
状
況
及
び

本
人
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
、
右

記
の
助
成
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
税
課
税
世
帯
の
方
に

つ
い
て
は
、
次
の
月
額
負
担
上
限

額
表
を
適
用
し
ま
す
。 

          

◇
医
療
費
の
支
給 

　
申
請
さ
れ
た
月
（
診
療
さ
れ
た

月
）
の
２
か
月
後
以
降
に
指
定
口

座
へ
の
振
込
み
又
は
会
計
窓
口
で

お
支
払
い
し
ま
す
。
事
前
に
医
療

費
助
成
支
払
決
定
通
知
書
に
て
支

払
日
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◇
申
請
に
必
要
な
書
類
等 

・
医
療
費
支
給
申
請
書
・
印
鑑
・

請
求
書
・
保
険
証
の
写
し
・
領

収
書
（
レ
シ
ー
ト
の
場
合
は
必

ず
八
頭
町
指
定
の
領
収
書
）・

障
害
手
帳
の
写
し
・
医
療
費
に

対
す
る
還
付
（
高
額
療
養
費
）

が
あ
る
と
き
は
、
支
給
内
容
の

わ
か
る
も
の 

※
助
成
資
格
内
容
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
資
格
内
容

の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
過
去
２
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

申
請
で
き
ま
す
の
で
、
領
収
書
等

は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
歯
科
診
療
は
平
成

+

年
４
月
診
療
分
か
ら
対
象
で
す
。 

等　　級 

身 障 ３ 級 

身 障 ４ 級 

身 障 ５ 級 

療 育 　 Ｂ 

精 神 ２ 級 
身障１級、２級・
療育Ａ・精神１級 

助成割合 

10／10 

  7／10 

  5／10 

10／10 

  5／10 

10／10

低所得者 

一　　般 

1,000円 

2,000円 

5,000円 

10,000円 

区　分 通　院 入　院 

※町民税非課税世帯は非適用 

【月額負担上限額表】（１医療機関ごと） 

 

 

　
昨
年!

代
、+

代
を
中
心
に
麻

し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
大
き

な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
国

は
こ
の
流
行
を
受
け
、
麻
し
ん
排

除
に
向
け
た
対
策
と
し
て
、
現
行

の
第
１
期
（
１
歳
児
）・
第
２
期

（
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
）
の

接
種
以
外
に
、
平
成/

年
度
ま
で

の
５
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
１
回
し
か
定
期
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
世
代
に
対

し
、
２
回
目
の
接
種
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
追
加
と
な
る
対
象
者
は
、
第
３

期
と
し
て
中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
方
、
第
４
期
と
し
て
高

校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方

で
す
。
こ
れ
は
風
し
ん
対
策
も
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合（
MR
）ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
な
り
ま
す
。 

 

▽
対
象
年
齢
　
中
学
1
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
方
（
今
年
度
は
平

成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
8
年
4

月
1
日
生
ま
れ
）、
高
校
3
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
方
（
今
年
度
は

平
成
2
年
4
月
2
日
〜
平
成
3
年

4
月
1
日
生
ま
れ
）
が
対
象
で
す
。 

▽
接
種
期
間
　
平
成+

年
4
月
1

日
か
ら
平
成,

年
3
月6

日
ま
で

の
1
年
間
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
て

の
接
種
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
望
ま
し
い

期
間
は
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３

か
月
間
）　
　
　
　
　
　
　 

▽
接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約

し
て
個
人
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
対
象
に
あ
た
る
方
に
は
、
個
別

に
通
知
し
ま
す
の
で
早
め
に
接
種 

し
ま
し
ょ
う
。 

　
平
成+

年
度
か
ら
、
基
本
健
康

診
査
が
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
」
に
変
わ
り
、
健
康
保
険
や

国
民
健
康
保
険
の
医
療
保
険
者
に?

〜a

歳
ま
で
の
人
の
健
康
診
査
の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。（
た

だ
し
、
各
種
が
ん
検
診
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
市
町
村
が
実
施
し
ま
す
。） 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
健
診
で
、
生
活
習
慣

病
の
発
生
の
危
険
性
に
よ
っ
て
保

健
指
導
を
行
い
ま
す
。
自
覚
症
状

の
な
い
段
階
か
ら
、
生
活
習
慣
病

の
芽
を
早
期
に
発
見
し
、
一
人
ひ

と
り
が
実
践
可
能
な
生
活
習
慣
の

改
善
と
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

平
成
20
年
度
か
ら 

基
本
健
康
診
査
が
変
わ
り
ま
す 

特定健診・特定保健指導 

40歳～74歳の医療保険加入者（家族を
含む） 
 
医療保険者（健康保険組合、政府管掌健
康保険、共済組合、市町村国民健康保険、
国民健康保険組合など） 
 
皆さんの加入している医療保険について、
保険証等を確認していただき、20年４
月からの詳しい健診のお知らせや受場所
等は、加入している医療保険者へお問い
合せください。 

対　　象
 

 
 
 
実施主体 
 
 
 
 
実施場所 

八頭町国民健康保険被保険者の方は、八頭町国保が
「特定健康診査・特定保健指導」を実施します。 

三
種
混
合

三
種
混
合
、
日
本
脳
炎
を

日
本
脳
炎
を 

接
種
さ
れ
る
方
へ

接
種
さ
れ
る
方
へ 

三
種
混
合

三
種
混
合
、
日
本
脳
炎
を

日
本
脳
炎
を 

接
種
さ
れ
る
方
へ

接
種
さ
れ
る
方
へ 

三
種
混
合

三
種
混
合
、
日
本
脳
炎
を

日
本
脳
炎
を 

接
種
さ
れ
る
方
へ

接
種
さ
れ
る
方
へ 

三
種
混
合
、
日
本
脳
炎
を 

接
種
さ
れ
る
方
へ 

平
成
20
年
4
月
か
ら 

平成 20 年４月の保健事業 平成 20 年４月の保健事業 平成 20 年４月の保健事業 
日 曜日 内  容 時  間 場  所 対  象 

9:30～11:00 

　　　　10:30～11:30 

　　　　10:45～11:30 

9:30～11:00 

受付  12:45～13:00 

　　　　10:45～11:30 

受付  12:45～13:00 

受付　 9:30～11:00 

　　　　10:30～11:30 

受付  13:15～13:30 

　　　　10:45～11:30 

受付  12:30～12:45 

9:30～11:00

八東保健センター 

船岡保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

船岡保健センター 

一般 

一般 

一般 

一般 

Ｈ19.9.6～Ｈ19.10.16生まれ 

一般 

Ｈ14.12.24～Ｈ15.1.28生まれ 

乳幼児 

一般 

乳幼児 

一般 

Ｈ18.8.28～Ｈ18.10.6生まれ 

一般 

7 

9 

10 

14 

16 

17 
 

18 

23
 

 

24 
 

28

一般健康相談・介護相談 

さわやか体操教室 

水 中 運 動 教 室  

一般健康相談・介護相談 

6 か 月 児 健 診  

水 中 運 動 教 室  

５ 歳 児 健 診  

育 児 相 談  

さわやか体操教室 

ポ リ オ 予 防 接 種  

水 中 運 動 教 室  

１歳６か月児健診 

一般健康相談・介護相談 

月 

水 

木 

月 

水 

木 
 

金 

水
 

 

木 
 

月 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

連絡先 

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
６
６ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

73
―

０
６
７
０ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

84
―

１
２
３
４ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
７
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

73
―

０
７
４
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

84
―

１
２
３
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 
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りんぽかん 
船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第36号 

親
と
子
の
食
事
セ
ミ
ナ
ー
事
業 

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ 

老
人
憩
の
家
で
歓
送
迎
会 

 

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー 

八
東
隣
保
館 

郡
家
隣
保
館 

福
祉
と
人
権
の
拠
点
施
設
と
し
て 

みんなでころころ「おはぎ」づくり 

　
八
東
児
童
館
で
は
、
子
ど
も
の

栄
養
改
善
と
食
を
通
じ
て
心
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
ま
た
健
全

な
食
事
環
境
を
通
じ
た
家
族
団
ら

ん
の
大
切
さ
や
食
事
の
楽
し
さ
等

を
学
ぶ
た
め
に
食
事
に
関
す
る
講

習
を
行
い
、
親
子
や
親
同
士
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
３
月
９
日（
日
）、
八
東
児
童
館

で
幼
児
の
親
子)

人
が
集
い
、
森

木
正
一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
五

色
お
は
ぎ
」
を
作
っ
た
り
、
大
根

お
ろ
し
を
使
っ
た
「
鶏
な
べ
・
大 

根
の
ス
イ
ト
ン
な
べ
」
や
、
い
も

ピ
ザ
等
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
大

根
お
ろ
し
と
生
ク
リ
ー
ム
と
い
ち 

ご
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
み
ん
な
で

美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。 

　
講
師
か
ら
「
食
と
は
、
人
が
良

く
な
る
こ
と
。
田
畑
を
耕
し
水
を

や
る
よ
う
に
、
食
育
に
よ
っ
て
人

間
の
心
も
育
て
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

集
団
で
何
か
を
し
た
で
終
わ
ら
ず
、

集
団
で
ど
う
か
か
わ
る
か
、
ど
う

生
き
て
い
く
か
、
結
果
だ
け
で
な

く
過
程
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

い
ろ
ん
な
体
験
で
、
感
性
、
創
造

力
を
育
て
て
ほ
し
い
。
学
ぶ
こ
と

は
変
わ
る
こ
と
。」
と
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

   

　
下
南
児
童
館
で
は
、
平
成+

年

３
月
９
日（
日
）、
下
南
老
人
憩
の

家
で
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
送
迎
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
、
昨
年
の
解
放
文
化
祭

で
丹
比
地
区
母
親
ク
ラ
ブ
が
発
表

し
た
大
型
紙
芝
居
を
、
子
ど
も
た

ち
が
発
表
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
保
護
者
の
方
か
ら
う

れ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
読

み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
み
ん
な
で
炊
き
込
み
ご

飯
、
焼
そ
ば
、
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー

ト
を
作
っ
て
会
食
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
地
域
の
保
護
者
や

子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
交
流
や
連

携
を
取
り
な
が
ら
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

みんなで紙芝居を発表 

読み聞かせのようす テーブルいっぱいの料理 

　
郡
家
隣
保
館
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
福
祉
と
人
権
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
を
目
指
し
啓
発
と
推

進
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
年

度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
　
地
域
交
流
事
業 

 （
習
字
教
室
） 

　
受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ

て
指
導
し
て
い
ま
す
。 

・
開
催
日
　
毎
週
月
曜
日 

午
後
五
時
三
十
分
か
ら 

・
対
象
者
　
小
学
生
以
上 

・
持
ち
物
　
書
道
用
具
一
式 

 
（
大
正
琴
教
室
） 

　
大
人
を
対
象
に
、
楽
し
く
和
気

あ
い
あ
い
と
練
習
し
て
い
ま
す
。 

・
開
催
日
　
毎
月
一
回 

午
前
十
時
か
ら 

・
対
象
者
　
大
人 

           （
生
花
教
室
） 

　
心
と
家
庭
に
潤
い
を
、
四
季
折
々

の
季
節
感
あ
ふ
れ
る
お
花
を
み
ん

な
で
楽
し
く
生
け
て
い
ま
す
。 

・
開
催
日
　
毎
月
一
回 

　
　
　
　
　（
第
四
水
曜
日
） 

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
よ
り 

　
　
　
　
　（
二
時
間
） 

・
対
象
者
　
大
人 

・
持
ち
物
　
花
器
・
剣
山
・ 

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ 

  

　
人
権
啓
発
事
業 

 （
人
権
・
同
和
問
題
講
座
） 

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
お
互
い
を
大
切
に
し
、
差
別
解

消
に
向
け
て
実
践
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
５
回

開
催
し
て
い
ま
す
。 

 （
同
和
問
題
講
演
会
） 

　
同
和
問
題
と
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
の
解
決
を
図
り
、
町
民
の
人
権

意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
年
１
回

開
催
し
て
い
ま
す
。 

                

  

　
相
談
事
業 

 

　
地
域
住
民
に
対
し
、
生
活
上
の

相
談
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
自
立

の
支
援
の
た
め
適
切
な
助
言
・
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
地
域
福
祉
事
業 

　
　 

出
張
隣
保
館 

　
地
域
に
出
向
き
、
各
種
生
活
相

談
や
、
講
師
を
迎
え
て
簡
単
な
絵

画
教
室
等
で
技
能
援
助
及
び
作
業

の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
教
養
・
文

化
活
動
等
地
　
域
住
民
の
交
流
を

図
る
事
業
で
す
。 

　 健
康
料
理
教
室 

　
食
事
の
栄
養
指
導
と
食
を
通
し

て
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
等
、
講
話
と

調
理
実
習
を
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
住
民
の
生
活
・
文
化
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
今
か
ら
三
十
年
前
、
私
の
長
男

が
小
学
校
三
年
生
に
な
っ
た
頃
の

話
で
す
。
こ
の
年
船
岡
小
学
校
で

は
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導
で
同

和
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
始
め
る
に
当
た
り
、
ま

ず
保
護
者
に
説
明
を
し
、
了
解
を

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
一
回
目
の
説
明
会
の
時
、
一
人

の
保
護
者
が
今
更
同
和
教
育
な
ん

か
し
な
く
て
も
い
い
、
こ
の
ま
ま

そ
っ
と
し
と
け
ば
部
落
差
別
は
な

く
な
る
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
校
長
先
生
は
、「
そ
っ
と
し

と
け
ば
無
く
な
る
訳
で
は
な
い
。

今
こ
こ
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
ま

な
く
て
は
ま
す
ま
す
手
遅
れ
に
な

る
。
児
童
達
の
ま
ち
が
い
を
た
だ

す
同
和
教
育
を
学
習
指
導
す
る
の

も
、
学
校
の
役
割
で
は
な
い
か
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
こ
ん
な
や
り
取
り
を
何
回
か
す

る
な
か
で
、
保
護
者
と
先
生
と
の

間
に
い
さ
か
い
が
生
じ
始
め
ま
し

た
。
私
は
校
長
先
生
と
相
談
を
し
、

一
年
間
話
し
合
い
を
中
断
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。
校
長
先
生

は
、「
本
校
の
同
和
教
育
の
取
り

組
み
は
他
校
に
比
べ
て
一
年
く
ら

い
遅
れ
て
い
る
。
な
ん
と
か
今
年

か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

残
念
だ
が
、
一
年
待
っ
て
来
年
こ

そ
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
再
度
同

和
教
育
に
取
り
組
み
た
い
。」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
翌
年
三
月
、
再
度
保
護
者
に
対

し
て
同
和
教
育
の
必
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
話
し
合
い
を

も
ち
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
も
寝
た

子
を
起
こ
す
な
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
寝
た
子
は
い
つ

か
は
起
き
る
、
起
き
て
か
ら
で
は

お
そ
い
、
そ
ん
な
議
論
を
続
け
な

が
ら
な
ん
と
か
採
決
を
取
り
、
全

保
護
者
の
賛
成
で
同
和
教
育
の
取

り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
さ
っ
そ
く
学
校
に

出
向
い
て
校
長
先
生
に
お
話
し
し
、

四
月
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
船
岡
小
学
校
で
は

同
和
教
育
の
取
り
組
み
は
難
攻
不

落
を
思
わ
せ
る
始
発
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
頃
か
ら
同
和
教
育
に

取
り
組
ん
だ
成
果
と
し
て
、
今
日

の
よ
う
に
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
あ
え
る
環
境
が
し
だ
い
に
反
映

さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

連 絡 先 
郡家公民館 72-31131
船岡公民館 72-00851
八東公民館 84-30011

公民館 岡 船 岡 船 
公民館 家 郡 家 郡 

公民館 東 八 東 八 

ふ
ろ
し
き
活
用
講
座 

ひ
い
な
の
会 

「
い
き
い
き
と
老
い
、 

　
　い
き
い
き
と
死
す
」 

各地域敬老会のお知らせ  各地域敬老会のお知らせ  各地域敬老会のお知らせ  

　
３
月
２
日（
日
）、
八
東
公
民
館
で
、

八
東
地
区
婦
人
会
と
の
共
催
講
座
と
し

て
、「
レ
ジ
袋
い
り
ま
せ
ん
！
ふ
ろ
し

き
活
用
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
ス
ー
パ
ー
等
で
も
レ
ジ
袋
の
利
用
を

控
え
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
使
用
を
呼
び
か

け
る
時
代
に
あ
っ
て
、
大
き
さ
や
形
を

問
わ
ず
、
何
で
も
包
み
込
め
る
日
本
伝

統
の
「
ふ
ろ
し
き
」
を
使
っ
て
の
活
用

術
を
学
び
ま
し
た
。 

　
ビ
ー
ル
瓶
の
包
み
方
を
は
じ
め
、
ふ

ろ
し
き
研
究
会
の
講
師
か
ら
、
お
し
ゃ

れ
で
実
用
性
の
あ
る
様
々
な
包
み
方
を

教
わ
り
、
参
加
者
一
同
、
ふ
ろ
し
き
の

利
便
性
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

「
料
理
教
室
」
自
分
で
作
っ
て
み
よ
う 

！！ 

　【
お
好
み
焼
き
】 

　
２
月.

日（
土
）、
郡
家
西
お
も
し
ろ
講
座
「
お
好
み
焼
き

に
挑
戦
」
を
郡
家
西
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
三
角
巾
に
エ
プ
ロ
ン
姿
で
、
八
頭

町
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
調
理
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
包
丁
さ
ば
き
を
発
揮
し
て
大
人

を
驚
か
せ
る
子
も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
な
か
お
好

み
焼
き
を
完
成
さ
せ
「
家
で
も
作
っ
て
家
族
を
び
っ
く
り
さ

せ
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

　【
肉
ま
ん
】 

　
３
月
８
日（
土
）、
郡
家
東
な
ん
で
も
体
験
塾
「
肉
ま
ん
を

つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
」
を
郡
家
東
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。 

　
八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
肉

や
ネ
ギ
な
ど
の
具
を
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で
作
っ
た

皮
で
包
み
込
み
、
蒸
し
あ
が
る
と
見
事
な
肉
ま
ん
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
試
食
し
て
み
る
と
「
美
味
し
い
」
と
満
足
そ

う
に
平
ら
げ
て
い
ま
し
た
。 

洋
ラ
ン
作
り
の
講
習
と 

　
色
と
り
ど
り
の
洋
ラ
ン
展 愛好者らでにぎわった洋ラン展 

　
３
月
８
日（
土
）、
生
涯
学
習
講
座
「
洋
ラ

ン
作
り
」
を
郡
家
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

洋
ラ
ン
の
育
て
方
や
管
理
の
仕
方
な
ど
を
教

わ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
３
月
８
日（
土
）〜#

日（
水
）、「
洋

ラ
ン
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
洋
ラ
ン

を
展
示
し
ま
し
た
。 

　
黄
色
や
白
、
ピ
ン
ク
な
ど
色
と
り
ど
り
の

花
を
つ
け
た
洋
ラ
ン
が
、
甘
い
香
り
を
漂
わ

せ
、
来
場
者
は
香
り
や
色
、
形
の
素
晴
ら
し

さ
に
う
っ
と
り
と
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　郡家公民館では60歳以上の方を対象に、「平成20年度郡
家ふれあい大学」を６月から翌年３月まで毎月１回開催し
ます。内容は右のとおりです。 
　新しく参加を希望される方は、郡家公民館へご連絡くだ
さい。 
　なお、平成19年度の参加者は継続しての登録となります。
新しく参加される方またはご都合によりやめられる方のみ
ご連絡ください。 

郡家ふれあい大学生徒募集中 
午前　講演会 
（趣味や教養、健康づくりなど）  

午後　グループ活動 
（カラオケ、童謡唱歌、囲碁など） 
 
　その他にも、野外研修や運動会など
も予定しています。 

【内 容】 

 

　
３
月
９
日（
日
）、
平
成*

年
度
船
岡
公

民
館
生
涯
学
習
講
演
会
を
、
野
の
花
診
療

所
院
長
の
徳
永
進
さ
ん
を
講
師
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

  

徳
永
さ
ん
は
内
科
医
と
し
て
長
年
老
い

と
死
に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
、
暗
く
沈
み

が
ち
に
な
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
体
験

を
も
と
に
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
楽
し
い

話
と
し
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

  

特
に
死
を
前
に
さ
れ
た
方
々
の
数
々
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
悲
し
く
も
あ
り
な
が
ら

た
く
ま
し
い
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
表
題
の
と
お
り
い
き
い
き
と
積
極
的
に

立
ち
向
か
っ
て
い
こ
う
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

        

　
今
年
度
最
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
ひ

い
な
の
会
と
し
て
、
お
ひ
な
様
を
作
り
ま

し
た
。 

  

ま
ず
、
金
色
や
銀
色
の
き
れ
い
な
模
様

の
入
っ
た
折
り
紙
を
使
っ
て
お
ひ
な
様
の

着
物
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
飾
り
に
は
き

れ
い
な
ビ
ー
ズ
を
糸
で
縫
い
つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
人
形
の
命
で
あ
る
顔
を
取

り
付
け
ま
す
。
み
ん
な
慎
重
に
顔
を
描
い

た
も
の
の
個
性
的
な
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
お
ひ
な
様
と
な
り
ま
し
た
。 

子供シアター 

★４月12日（土） 
10：00～12：00 

○どらえもん 

のび太のアラビアン
ナイト 
 
みんな見に来てね！ 

レ
ジ
袋
い
り
ま
せ
ん
！ 

　２月24日（日）、丹比地区公
民館において、３地区公民館・
八東図書室の共催による、折り
紙教室を開催しました。 
　講師の安住美代子さん（日田）の
指導により、きれいな色柄の和
紙の男雛・女雛を仕上げました。 

生
涯
学
習
講
演
会 
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s
静
か
に
た
た
ず
む
五
輪
塔
群
。

い
に
し
え
に
生
き
た
人
達
の
運

命
を
、
私
た
ち
に
語
り
か
け
て

い
る
よ
う
で
す
。 

s
今
も
残
る
マ
ン
ガ
ン
採
掘
の
坑

道
。
荒
々
し
い
岩
肌
が
垂
直
に

そ
び
え
た
っ
て
い
ま
す
。 

＝
下
野
（
旧
船
岡
町
）
の
巻
＝ 

わ
が
村
紹
村
紹
介
・
じ
げ
自
慢
 

わ
が
村
紹
村
紹
介
・
じ
げ
自
慢
 

わ
が
村
紹
村
紹
介
・
じ
げ
自
慢
 

わ
が
村
紹
介
・
じ
げ
自
慢
 ①
 

TEL 76-0210　FAX 73-0414 
http://www.town.yazu.tottori.jp/

話題・情報は、情報政策室へ 

まちの話題 

成人識別機能付販売機に変わります 

表彰を受ける北本静江さん（中央） 

未
成
年
者
の 

　
喫
煙
を
防
ご
う 

安
藤
祭
今
年
も
盛
大
に 

大
樹
寺
の
ウ
ラ
ク
ツ
バ
キ
が
咲
い
て
い
ま
す 

い
つ
ま
で
続
く
同
和
教
育 

い
つ
ま
で
続
く
同
和
教
育 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
の
ひ
ろ
ば 

　
同
和
問
題
研
修
会
の
と
き
、
私

は
い
つ
も?

年
前
の
こ
と
を
思
い

出
す
。 

　
私
が
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す
る

と
、「
娘
が
部
落
出
身
者
の
人
と

結
婚
す
る
の
は
困
る
。
親
戚
に
顔

向
け
が
で
き
ん
。
な
ん
と
か
説
得

し
て
ほ
し
い
。」
と
、
友
人
の
お

父
さ
ん
が
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
相

手
を
知
っ
て
い
た
の
で
、「
と
て

も
優
し
く
て
思
い
や
り
が
あ
り
、

職
場
に
多
く
の
友
達
が
い
て
人
望

も
あ
る
よ
い
人
」
だ
と
何
回
説
明

し
て
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
ず
、
結

局
、
両
親
は
欠
席
で
友
人
兄
弟
に

よ
っ
て
式
が
挙
行
さ
れ
た
。 

　
結
婚
当
初
は
別
居
だ
っ
た
友
人

た
ち
は
、
出
産
を
機
に
両
親
と
同

居
し
、
誰
も
が
う
ら
や
む
ほ
ど
仲

の
よ
い
家
庭
生
活
を
営
ま
れ
、
両

親
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
っ
た

こ
と
を
後
で
聞
き
、
胸
の
つ
か
え

が
と
れ
た
思
い
を
し
た
。
あ
の
時
、

「
親
戚
に
顔
向
け
が
で
き
ん
。」
と

い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
心
の
内
を
ど

う
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。「
い
い
人
だ
か
ら
」

「
そ
う
言
っ
て
も
」
の
数
回
の
押

し
問
答
の
末
に
押
し
切
ら
れ
た
私

は
、
苦
い
思
い
を
抱
え
た
ま
ま
数

年
が
過
ぎ
、
自
分
の
中
の
差
別
心

を
払
拭
す
る
べ
く
研
修
会
や
講
演

会
、
い
ろ
ん
な
人
の
声
を
聞
き
学

習
を
続
け
て
い
る
。 

　#

月
の
中
倉
茂
樹
さ
ん
の
講
演

で
、
結
婚
の
際
、
彼
女
の
家
族
の

反
対
を
体
験
し
た
が
、
孫
と
の
対

面
で
す
ぐ
に
う
ち
と
け
、
毎
週
実

家
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、

い
つ
の
世
も
子
ど
も
や
孫
の
幸
せ

を
思
う
と
、
そ
れ
ま
で
の
わ
だ
か

ま
り
が
と
け
て
い
く
の
だ
と
感
じ

た
。 

　
あ
れ
か
ら?

年
経
っ
た
今
も
、

世
間
体
を
気
に
し
て
い
る
人
が
少

な
か
ら
ず
い
て
、
結
婚
に
到
達
で

き
な
い
人
が
い
る
現
状
を
考
え
る

と
、
同
和
教
育
を
続
け
て
い
る
の

に
な
か
な
か
実
を
結
ば
な
い
、
上

す
べ
り
の
建
前
教
育
か
と
残
念
で

な
ら
な
い
。
い
つ
ま
で
続
け
れ
ば

「
私
は
部
落
出
身
者
で
す
。」
と
前

置
き
し
な
く
て
も
す
む
世
の
中
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

八
頭
町
同
和
教
育
指
導
員　 

　
わ
が
村
、
下
野
は
戸
数p

戸
で
、

地
名
の
由
来
は
、
源
義
経
の
家
臣

と
い
わ
れ
る
伊
勢
三
郎
が
当
地
を

治
め
た
際
、
本
領
の
下
野
の
国
名

を
名
乗
ら
せ
た
と
か
。 

　
大
正!

年
に
地
元
資
本
で
で
き

た
発
電
所
の
水
路
跡
や
、
マ
ン
ガ

ン
採
掘
の
坑
道
は
、
い
に
し
え
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。 

　
虎
御
前
の
伝
説
と
、
経
文
を
書

い
た
小
石
が
大
量
に
見
つ
か
っ
た

能
引
寺
は
、
村
人
の
心
の
拠
り
所
。

田
口
、
谷
尾
の
２
軒
の
製
材
所
と

北
村
き
の
こ
園
が
、
地
域
の
経
済

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
住
民
で
植

え
た
河
川
公
園
の
し
だ
れ
桜
や
大

江
小
学
校
の
桜
な
ど
、
じ
げ
自
慢

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

来
て
み
な
ん
せ
ぇ
。 

【
寄
稿
者
】　
平
成*

年
度
区
長
　小
倉
一
博
 

　
八
頭
町
内
に
あ
る
128
の
集
落
、
皆
さ
ん
全
て
ご
存
知
で
す
か
？ 

　「
八
頭
町
に
な
っ
た
け
ど
、
ど
ん
な
集
落
が
あ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
。」「
そ
の
集
落
名
、
初
め
て
聞
い
た
！
」
と
い
う
声
も
ち
ら
ほ
ら
…
。 

　
そ
こ
で
、
地
元
に
住
む
皆
さ
ん
に
〝
わ
が
村
〞
の
と
っ
て
お
き
の
魅

力
・
自
慢
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
５
年
間
で
全
集
落
を
紹
介
す

る
予
定
で
す
。） 

し
も
づ
け
 

し
も
づ
け
 

＝
姫
路
（
旧
郡
家
町
）
の
巻
＝ 

ひ

め

じ

 

い
せ
の
 
さ
む
ろ
う
 

う
ら
く
つ
ば
き
 

と
ら
ご
ぜ
ん
 

あ
ん
と
く
 

は
 

せ
ん
こ
う
 

の
う
い
ん
じ
 

よ
 

　
八
頭
町
で
は
、
満
100
歳
を
迎
え

ら
れ
た
方
を
お
祝
い
す
る
長
寿
表

彰
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
３
月
に
、
北
本
静
江

さ
ん（
東
）が
満
100
歳
を
迎
え
ら
れ
、

町
長
よ
り
寿
詞
な
ど
の
贈
呈
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
北
本
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

    

　
福
地
集
落
に
あ
る
大
樹
寺
の
正

面
に
推
定
樹
齢
400
年
の
有
楽
椿
と

い
う
大
き
な
椿
の
木
が
あ
り
ま
す
。

有
楽
椿
は
古
く
か
ら
全
国
に
分
布

し
て
お
り
、
茶
人
の
あ
い
だ
で
は

代
表
的
な
茶
花
の
銘
木
と
し
て
鑑

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
樹
寺
の
ウ

ラ
ク
ツ
バ
キ
は
町
の
指
定
文
化
財

で
、
樹
高
8.7
メ
ー
ト
ル
、
枝
張
り

10.5
メ
ー
ト
ル
の
そ
の
巨
木
は
日
本

一
の
有
楽
椿
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
花
は
、
毎
年"

月
末
か
ら
翌

年
の
４
月
中
旬
頃
ま
で
咲
い
て
お

り
、
来
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
　
　
　
　 

歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た 

100

　
鳥
取
県
内
で
は
５
月
か
ら
、
た

ば
こ
自
動
販
売
機
を
利
用
す
る
際

「taspo

（
タ
ス
ポ
）」
と
い
う
成
人

識
別
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い

な
い
と
買
え
な
く
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
た
ば
こ
業
界
が
未
成

年
者
の
喫
煙
を
防
ぐ
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
成
人
識
別
機
能
付
の

た
ば
こ
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る

も
の
で
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
は
全
国

に
導
入
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　「taspo

（
タ
ス
ポ
）」
の
申
込
書

は
、た
ば
こ
販
売
店
ま
た
は「taspo

」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.taspo.jp/

）

か
ら
入
手
で
き
ま
す
（
発
行
手
数

料
・
年
会
費
は
無
料
）。 

 

　
姫
路
集
落
は
、
八
頭
町
役
場
本

庁
舎
よ
り
東
北
東
に(

キ
ロ
、
名

峰
扇
ノ
山
登
山
口
の
海
抜
500
メ
ー

ト
ル
の
高
地
に
位
置
す
る
、
風
光

明
媚
な
古
郷
で
す
。
私
達
の
集
落

に
は
今
か
ら
820
余
年
昔
、
源
平
の

戦
い
に
破
れ
、
都
と
し
て
隠
れ
住

ん
だ
と
い
わ
れ
る
第h

代
安
徳
天

皇
の
御
陵
も
あ
り
、
歴
史
と
文
化

の
里
で
も
あ
り
ま
す
。
今
春
に
は
、

先
人
達
が
「
安
徳
の
里
」
を
大
切

に
守
り
続
け
た
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
思
い
を
馳
せ
、
併
せ
て
集
落
の

活
性
化
の
一
環
に
な
れ
ば
と
、
姫

路
出
身
者
の
協
力
を
得
て
「
安
徳

天
皇
遷
幸
記
念
碑
」
を
建
立
し
ま

す
。
ま
た
今
冬
に
は
、
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
ク
ラ
ブ
八
頭
の
主
催
に
よ

り
、
西
日
本
で
は
初
め
て
と
い

う
、
第
１
回
「
姫
路
か
ま
く
ら

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
雪
の
な
か

多
数
の
お
客
様
が
来
姫
さ
れ
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
、
何
年
も
続
く
よ
う
に
努

力
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
合
併
し
て
、
八
頭
町
も
随
分

と
広
く
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方

も
、
ぜ
ひ
姫
路
に
観
光
に
来
て

く
だ
さ
い
。
集
落
を
あ
げ
て
歓

迎
い
た
し
ま
す
。 

【
寄
稿
者
】　
平
成+

年
度
区
長
　坂
本
　
登
 



18YAZU 
2008.419 YAZU 

2008.4

　若桜鉄道列車時刻表と、クローバーバス時刻表が次のとおり改正されましたのでお知らせします。公共交通は
皆さんの日常生活には欠かせないものです。普段から積極的に利用して将来に残していきましょう。 

時刻表が改正されました 

特急列車 
郡家駅発時刻表 

【時刻表に関する　お問い合わせ先】 
　■若桜鉄道株式会社　182－0919　■鳥取自動車株式会社　173－0111

将来の公共交通の維持につながります 渋滞緩和や交通事故の抑制につながります 排気ガスによる地球温暖化を防止します 

『ノーマイカーデー』を推進しましょう！！

22:04 
22:12 
22:15 
22:18 
22:22 
22:26 
22:30 
22:33 
22:35 
― 

20:52 
20:59 
21:03 
21:06 
21:10 
21:14 
21:17 
21:20 
21:22 
21:55 
21:58 
22:03 
22:08

18:54 
19:01 
19:05 
19:08 
19:12 
19:16 
19:19 
19:22 
19:24 
19:36 
19:39 
19:45 
19:49

17:28 
17:35 
17:39 
17:42 
17:46 
17:50 
17:53 
17:57 
17:59 
18:13 
18:17 
18:22 
18:27

16:13 
16:20 
16:24 
16:27 
16:31 
16:35 
16:38 
16:42 
16:44 
16:48 
16:51 
17:03 
17:08

15:16 
15:23 
15:26 
15:29 
15:34 
15:38 
15:41 
15:44 
15:46 
15:52 
15:55 
16:00 
16:05

13:20 
13:28 
13:31 
13:34 
13:38 
13:42 
13:46 
13:49 
13:51 
13:52 
13:56 
14:04 
14:09

11:27 
11:34 
11:38 
11:41 
11:45 
11:49 
11:52 
11:55 
11:57 
11:58 
12:02 
12:09 
12:14

8:29 
8:37 
8:40 
8:43 
8:47 
8:51 
8:55 
8:57 
8:59 
9:12 
9:16 
9:20 
9:25

7:05 
7:12 
7:16 
7:19 
7:24 
7:28 
7:32 
7:36 
7:38 
7:45 
7:50 
7:55 
8:00

6:25 
6:33 
6:36 
6:39 
6:43 
6:47 
6:51 
6:54 
6:56 
6:58 
7:02 
7:09 
7:14 
7:16 
7:34

若 　 桜  
丹 　 比  
徳 　 丸  
八 　 東  
安 　 部  
隼 

因 幡 船 岡  
八頭高校前 

郡 　 家   
東 郡 家  
津 ノ 井  

鳥 　 取   
宝 　 木  

発 
発 
発 
発 
発 
発 
発 
発 
着 
発 
発 
発 
着 
発 
着 

※太枠内は郡家駅でJR因美線に乗り換えとなります      
※土曜日及び休日は鳥取～宝木間運転休止となります     

若
桜
↓
郡
家
・
鳥
取 

22:15 
22:21 
22:27 
22:30 
22:41 
22:43 
22:46 
22:49 
22:53 
22:57 
23:01 
23:04 
23:11

21:07 
21:12 
21:18 
21:21 
21:28 
21:31 
21:33 
21:37 
21:41 
21:45 
21:48 
21:52 
21:58

20:00 
20:05 
20:10 
20:13 
20:16 
20:18 
20:21 
20:24 
20:28 
20:32 
20:36 
20:39 
20:46

19:08 
19:15 
19:21 
19:24 
19:26 
19:28 
19:31 
19:35 
19:39 
19:43 
19:46 
19:49 
19:56

17:42 
17:50 
17:56 
17:59 
18:00 
18:03 
18:05 
18:09 
18:13 
18:17 
18:20 
18:24 
18:30

16:30 
16:38 
16:44 
16:47 
16:49 
16:51 
16:54 
16:57 
17:01 
17:05 
17:09 
17:12 
17:19

14:22 
14:28 
14:33 
14:36 
14:38 
14:40 
14:43 
14:46 
14:50 
14:54 
14:58 
15:01 
15:08

12:21 
12:26 
12:32 
12:34 
12:36 
12:38 
12:41 
12:45 
12:49 
12:53 
12:56 
12:59 
13:06

9:43 
9:47 
9:53 
9:56 
10:07 
10:09 
10:12 
10:16 
10:20 
10:24 
10:27 
10:30 
10:37

7:31 
7:37 
7:42 
7:44 
7:52 
7:55 
7:58 
8:02 
8:06 
8:10 
8:13 
8:16 
8:23

5:32 
5:37 
5:43 
5:46 
5:47 
5:50 
5:52 
5:56 
6:00 
6:04 
6:07 
6:11 
6:17

郡家駅 
回送 
回送 
7:34 
8:30 
9:55 
11:40 
13:20 
15:46 
17:10 
18:52

堀　越 
 
 

大江行 
8:35 
10:00 
11:45 
13:25 
15:51 
17:15 
18:57

落岩着 
 
 

大江7:56 
8:51 
10:16 
12:01 
13:41 
16:07 
17:31 
19:13

落岩発 
6:26 
7:13 

大江7:57 
8:53 
10:17 
12:08 
13:50 
16:08 
17:35 
回送 

堀　越 
6:42 
7:29 

船岡8:13 
9:09 
10:33 
12:24 
14:06 
16:24 
17:51

郡家駅 
6:47 
7:34 
8:19 
9:14 
10:38 
12:29 
14:11 
16:29 
17:56

便名 
1 
2 
 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9

鳥 　 取  
津 ノ 井  
東 郡 家  

郡 　 家   
八頭高校前 
因 幡 船 岡  

隼 
安 　 部  
八 　 東  
徳 　 丸  
丹 　 比  
若 　 桜  

発 
発 
発 
着 
発 
発 
発 
発 
発 
発 
発 
発 
着 

鳥
取
・
郡
家
↓
若
桜 

私       都      線 

若桜鉄道列車時刻表 

クローバーバス時刻表 

平成20年３月15日改正 
は J R因美線 

＊若桜鉄道利用促進実行委員会＊ ―公共交通を利用しよう― 
若桜鉄道株式会社 1０８５８（８２）０９１９ 

7:14 
10:04 
10:58 
11:48 
12:44 
13:42 
15:23 
15:45 
17:44 
19:09 
19:50 
21:21 
22:32

鳥取 
倉吉 
鳥取 
倉吉 
鳥取 
倉吉 
鳥取 
倉吉 
鳥取 
鳥取 
倉吉 
鳥取 
鳥取 

鳥取・倉吉方面 

6:48 
7:13 
9:02 
10:15 
10:55 
13:03 
14:08 
15:03 
16:33 
17:03 
18:49 
19:09 
21:55

京都 
岡山 
京都 
岡山 
京都 
京都 
岡山 
京都 
岡山 
京都 
京都 
岡山 
岡山 

岡山・京都方  

平成20年４月１日改正  

郡家駅 
回送 
回送 
8:50 
11:28 
13:30 
15:55 
17:00 
17:57 
18:06 
18:55

船　岡 
 
 
8:56 
11:34 
13:36 
16:01 
17:06 
落岩行 
18:12 
19:01

大江着 
 
 
9:12 
11:50 
13:52 
16:17 
17:22 
落岩18:18 
18:28 
19:17

大江発 
6:21 
7:15 
9:13 
12:03 
13:55 
16:18 
17:35 
落岩18:20 
回送 
回送 

船　岡 
6:37 
7:31 
9:29 
12:19 
14:11 
16:34 
17:51 
堀越18:36

郡家駅 
6:43 
7:37 
9:35 
12:25 
14:17 
16:40 
17:57 
18:41

便名 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 
8 
9

大      江      線 

全便、日・祝祭日は運休です 全便、日・祝祭日は運休です 

　桜ヶ丘の住宅用地を下記の日程で分譲いたしま
す。購入を希望される方は関係書類を添えて役場
建設課にお申し込みください。  
１　当初受付開始 ⇒ 平成20年４月１日（火） 
　・必要書類　分譲宅地購入申込書（様式第１号） 
　
・添付書類

　購入者及び同居家族全員の前年度
　　　　　　　市区町村民税納税証明書 
　・提出場所　役場建設課 
　・必要書類 　　配布場所　役場建設課、各支所産業建設課  
２　当初受付締切 ⇒ 平成20年６月30日（月）  
３　決定通知発送（競合が無い場合） 
　　抽選案内発送（競合が有る場合） 
　　　　　　　　 ⇒ 平成20年７月１日（火）  
４　当初抽選（競合が有る場合に行う） 
　　　　　　 ⇒ 平成20年７月13日（日）午前９時
　　　　　　　  役場本庁舎２階会議室  
５　工事完成予定 ⇒ 平成21年２月末  
６　確定測量予定 ⇒ 平成21年３月中旬  
７　売買契約予定 ⇒ 平成21年３月下旬  
８　登記予定（代金納入後） ⇒ 平成21年３月下旬  
９　供用開始予定 ⇒ 平成21年４月１日  
※その他詳細につきましては、役場建設課（176
－0206）までお問い合わせください。 

「イベント」と「体験型観光メニュー」の募集 

お知らせ 

狂犬病予防注射と飼い犬の登録を 
　狂犬病予防注射は、生後91日以上の犬であれば
飼い主の責任として毎年必ず受けさせなければな
りません。登録済の犬についてはご案内を送付し
ますが、新しく登録される飼い主の方もお近くの
会場で受けさせてください。 
 
 
 
 
 
 
　飼い犬の死亡や住所変更などがあった場合は連
絡をお願いします。また動物病院で予防注射を受
けた場合は予防注射済票の交付は行なわれません
ので、獣医師が発行する狂犬病予防注射済証明書
を持って役場福祉課、船岡支所または八東支所各
住民課へおいでください。予防注射済票を交付（手
数料550円）いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【お問い合わせ先】 
役　　場 福祉課　176－0211 
船岡支所 住民課　172－0044 
八東支所 住民課　184－1222

2009鳥取・因幡の祭典 

　2009 鳥取・因幡の祭典実行委員会では、今秋
発行予定の「2009鳥取・因幡の祭典」́09版祭典ガ
イドブックに新たに掲載する、地域で育まれてき
たイベント、全国へ発信したい自ら体験できる観
光メニューを募集しています。 
　詳しくは祭典ホームページをご覧いただくか事
務局へお問合せください。なお、祭典ガイドブック
への掲載例は４月発行の́ 08版祭典ガイドブック（観
光案内処、役場等に置いてあります）をご覧くだ
さい。 
◇募集期間　平成20年４月１日～平成20年４月30日まで 
◇応募方法　応募用紙（祭典ホームページからダウン

ロード可）に必要事項を記入のうえ、郵
送・FAX・メールでお申し込みください。  

【お問い合わせ先】 
2009 鳥取・因幡の祭典実行委員会事務局 
（鳥取市吉方温泉３丁目701　鳥取市文化センター内） 
1（0857）27－8002　FAX（0857）27－8008 
Eメール　saiten-2009@tottori-inaba.jp 
ホームページ　http://www.tottori-inaba.jp

登録済の犬 2,950円 
（予防注射手数料） 

未登録の犬 5,950円 
（登録料3,000円と予防注射手数料） 

9:10～  9:40 
9:50～10:20 
10:30～10:50 
11:00～11:20 
9:10～  9:40 
9:50～10:25 
10:40～11:10 
9:30～10:10 
10:20～11:00 
9:10～  9:25 
9:35～10:00 
10:10～10:20 
10:25～10:35 
10:45～11:00 
9:15～10:00 
10:10～10:20 
10:25～10:40 
10:45～11:05 
9:10～  9:40 
9:50～10:10 
10:20～11:10

 

４月18日 
（金） 

 

4月21日 
（月） 
 

4月22日 
（火） 
 

4月23日 
（水） 
 
 
 

4月24日 
（木） 

 

4月25日
（金） 

下私都改善センター 
中私都改善センター 
福地公民館 
上私都改善センター 
ＪＲ河原駅前 
国中改善センター 
大御門体育センター 
郡家保健センター 
八頭町役場 本庁舎 
破岩集会所 
済美地区公民館 
橋本生活改善センター 
下野生活改善センター 
大江多目的集会所 
八頭町役場 船岡支所 
西谷生活改善センター 
見槻中ライスセンター 
旧農協隼支所 
八東就業改善センター 
八東公民館 
八頭町役場 八東支所 

期　日 時　間 場　　所 

手数料 

犬の飼い主のみなさんへ 

４／１から 

桜ヶ丘分譲宅地の受付開始 桜ヶ丘分譲宅地の受付開始 桜ヶ丘分譲宅地の受付開始 
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高病原性鳥インフルエンザから 
あなたの鳥を守るために　　　 

「桜ヶ丘」の新郵便番号について 

　平成20年４月１日から、通称「新宿団地」の
大字名を八頭町安井宿（やすいしゅく）から八頭
町桜ヶ丘（さくらがおか）に変更することに伴い、
新しい郵便番号が次のとおり決まりましたのでお
知らせします。 

 
新郵便番号　680－0527

夏 季 大 会 

 
「土地売買等届出書」 
　土地売買等の契約により一定面積以上の土地を
取得したら、国土利用計画法第23条に基づき、届
出義務が発生します。 
基準面積 
（届出に係る土地の所在が八頭町内の場合） 
　　・都市計画区域内　  5,000㎡ 
　　・都市計画区域外　10,000㎡ 
届出方法 
　権利取得者は、契約を結んだ日から２週間以内
に、「土地売買等届出書」（利用目的等を記入）に
必要な書類を添付して町長へ届け出てください。 
注意事項 
　　・個々の面積は基準面積以下でも、権利取得
　　　者（売買の場合であれば買主）が取得する
　　　土地の合計が基準面積以上となる場合（買
　　　いの一団）にも届出が必要です。 
　　・計画的な買い進みにより、取得した土地の
　　　合計が基準面積以上となる場合には、その
　　　都度届出が必要です。 
 
「開発行為の届出」 
　以下の開発行為を行う場合、町へ事前に届け出
て、開発協定を締結する必要があります。 
（その土地が私有地、借地を問いません。） 
　・宅地造成…3,000㎡以上 
　・森林伐採…５ha以上 
　　産業廃棄物等の 　・　　　　　　　…面積基準はなく、全て対象 　　埋立処理事業 
　・土砂及び砂利の採取事業…3ha以上 等 
届出方法 
　開発事業計画協議書に必要な書類を添付して町
長へ提出してください。  
【お問い合わせ先】 
　役場企画人権課　176－0203

　地籍調査は、国土調査法という法律に基づき、
一筆ごとの土地について、その所有者、地番、地
目の調査をし、精度の高い測量で面積を測り、簿
冊と地図にまとめる作業です。地籍調査により作
成された地籍簿と地籍図は、その写しが法務局に
送付され、今までの登記簿が書き改められるほか、
また公図に代わる図面として備え付けられます。 
　平成20年度に一筆地調査に着手する地区は下峰
寺の一部（郡家地域）、福井・見槻中の各一部（船
岡地域）、奥野の一部（八東地域）です。 
　地籍調査の円滑な推進のため、関係の皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。詳しいことにつ
いては、地籍調査課までお問い合わせください。 
【お問い合わせ先】役場地籍調査課　172－3154

平成20年度地籍調査について 

　労働保険の年度更新手続きが始まっています。
平成19年度の確定保険料申告及び平成20年度の概
算保険料並びに石綿健康被害救済法に基づく一般
拠出金の申告・納付が必要となりますので、５月
20日までに年度更新手続きを行ってください。 
　申告書は、期間中県内各所に設ける集合受付会
場（案内封筒の裏面参考）、または鳥取労働局で
受け付けています。 
　なお、指定の認証局の発行する「電子証明書」
が必要ですが、申告書右側上部に印書してあるア
クセスコード（８桁の英数文字）を利用すると、
電子申請による申告書作成が容易にでき、電子納
付も行うことができますのでご利用ください。 
　労働局では常時申告・納付を受け付けています
が、集合受付会場では事故防止の立場から保険料
納付の取り扱いはしておりません。最寄りの金融
機関窓口での保険料納付にご理解とご協力をお願
いいたします。 
【お問い合わせ先】 
　鳥取労働局労働保険徴収室　1（0857）29－1702

　お風呂はさめないうちに皆が続けて入り、追い焚
きやさし湯を少なくするように心がけましょう。お
風呂からあがるときにはフタをして熱を逃がさない
ようにすることも忘れずに。 
　一人だけの入浴ならシャワーで済ませるほうがお
得です。（シャワー10分（12㍑／分）使用の場合） 

事業主の皆さん 
労働保険の「年度更新」はお済みですか 

大規模な土地売買や開発行為には 
届出が必要になります 

家庭の省エネ　はじめましょう 

お風呂の残り湯を使う 
　節水にもなりますし、温かい残り湯は洗剤も溶
けやすく水道水と比べても洗浄力がアップします。 
お風呂あがりのドライヤー 
　タオルでよく水分をとっておけばドライヤーの
使用時間も短縮でき、熱風のダメージも防げます。 

お風呂で省エネ お風呂で省エネ お風呂で省エネ 

☆エサ箱や水飲み場に、野鳥を近づけないように
しましょうZ

　例えば… 
○エサ箱や水飲み場は、飼育小屋の中に置く 
○エサを小屋の外にこぼさないように注意する 
○防鳥ネット等を設置する 
○飼育小屋の金網などの隙間・破れをふさぐ  
☆給水用の水は、水道水を使いましょうZ  
☆飼育小屋への出入り時は、靴底の洗浄・消毒を
しましょうZ  

☆放し飼いは自粛しましょうZ  
☆鳥の世話をした後は、手を洗い、うがいをしま
しょうZ 
 
□今、あなたが飼育している鳥は、動物愛護の
観点からも責任を持って飼いましょう。（鳥
を捨てる（放置する）と、法律により罰せら
れることがあります。） 
□飼育している鳥に異常（次々と続けて死亡し
た、首が曲がってきたなど）があるときは、
以下の対応をお願いします。 
　　①直ちに家畜保健衛生所に連絡する。 
　　②飼育小屋から鳥・卵などを出さない。 
 
【お問い合わせ先】 
　鳥取家畜保健衛生所　1（0857）53－2240

　一般大学等出身の幹部自衛官候補者採用試験を
次のとおり行います。  
◇受験資格 
　平成21年４月１日現在26歳未満の大学卒業者
（卒業見込みを含む）、大学院修士課程修了者は、
28歳未満 
◇締め切り 
　平成20年５月12日（月）  
※幹部自衛官候補者採用試験は、年１回この時期
のみ実施されます。詳しい内容、試験日程等は
下記までお問い合わせください。 
 
【お問い合わせ先】 
自衛隊鳥取募集案内所 
鳥取市永楽温泉町152（日通ビル１Ｆ） 
1（0857）26－4019

桜ヶ丘分譲宅地の受付開始 桜ヶ丘分譲宅地の受付開始 

愛玩用の鳥を飼われている皆さんへ 

あなたも指揮官を目指しませんか！ 
防衛省からのお知らせ 防衛省からのお知らせ 防衛省からのお知らせ 

広報やずにおける「障がい者」の表記について 

　「障がい者」の“害”の字には「悪くすること」「わ
ざわい」などの否定的な意味があります。「障害」
は本人の意思ではなく生来のものや、病気・事故な
どに起因するものであることから、その人に対して
“害”の字を用いることは人権尊重の観点からも好
ましくないものと考えられます。このような理由か
ら、障がいのある人に対してより不快感を与えない
ように今後、広報やずにおいて記載する表記を次の
とおり改めることとしました。 
 
＝「害」の字についての表記のルール＝ 

１．「障害」という言葉が、単語あるいは熟語とし
て用いられ、「ひと」を直接的に形容するような
場合は、「害」を ｢がい｣と表記するか、あるいは
可能な場合には他の言葉で表現します。 

（例） 単語＝障がいのある方など 
　　   熟語＝障がい者・障がい児など 
 別の表現＝｢視覚障害者｣を｢目の不自由な方｣　
　　　　　   にするなど 
 
２．国の法令や地方公共団体の条例等に基づく制度
や施設名、あるいは法人・団体等の固有名詞につ
いてはそのままの表記とします。 
（例） 法令・制度＝身体障害者手帳、特別障害者
　　　　　　　　　手当など 
　　　　固有名詞＝国立身体障害者リハビリテー
　　　　　　　　　ションセンターなど 
 
※今後、八頭町の公文書等においても順次ひらがな
表記、別の表現に直すなどして参ります。 
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夏 季 大 会 

八頭郡体育会表彰  平成19年度 

　八頭郡体育会［小林昌司会長（若桜町長）］の平成19年度八頭郡体育会表彰式が２月16日（土）郡
家公民館で行われました。今回、県大会以上全国大会の大会において優秀な成績を収められた個人
24名、団体９チームの総勢125名が表彰され、八頭町からは個人７名、団体８チームの方が受賞
されました。受賞者（団体）は次の皆さんです。（敬称略） 

 
スポーツ賞（個人） 
◇スキー競技　宮脇宏和（若桜中学校教諭（八頭町在住））：第62回冬季国体　クロスカントリー成年Ｃ　第４位 
◇陸上競技　田中祐美（八東小）：県民スポレク　小学６年女子走り幅跳び　第１位 
◇水泳競技　中嶋海斗（八東小）：県民スポレク　小学４年生以下男子50ｍ自由形　第１位、福田真也（隼小）：
県民スポレク　小学５年男子50ｍ背泳ぎ　第１位、山本謙信（大江小）：県民スポレク　50ｍ自由形・県
小体連　50ｍバタフライ小学５年男子　第１位、福田恒己（町水泳部）：県民スポレク　50歳以上男子50
ｍ自由形　第１位 
◇相撲競技　森下飛鳥（郡家西小）：県相撲選手権大会　小学５年女子　第１位 

 
スポーツ賞（団体） 
◇水泳競技　【小学校男子200ｍメドレーリレー八頭郡チーム】（松田拓也（隼小）、中川　竜（隼小）、山
本謙信（大江小））：県民スポレク　小学男子200ｍメドレーリレー　第１位 
◇ホッケー競技　【郡家東ホッケースポーツ少年団男子チーム】（谷口弘樹､森　雅弘､山本修生､三嶋優希、
宮崎瞭太、薄竹亮介、井上拓也、山中張生）：県ホッケー選手権大会　第１位、【郡家西ホッケースポー
ツ少年団女子チーム】（坂上美奈、小村彩華、奥田早紀、瀧本日菜乃、大坪彩花、岸本知奈津、平岡麻里、
松田明日香、坂田綾華、村上夏乃、中浦双葉、小谷紗弥、山根麻衣子）：県ホッケー選手権大会　第１位、
【中央中学校男子ホッケー部】（中嶋康孝、松本祐樹、宮!和樹、河村勇人、田中圭太、中山大樹、由澤
啓、坂田和平）：県中学総体　第１位　中国中学選手権大会　第２位【中央中学校女子ホッケー部】（田中理
恵、平岡美紀、山本加奈子、田中　葵、平田　都、荒西智子、西村香奈、奥田知佳、新竹悠希望）：県
中学総体　第１位　中国中学選手権大会　第３位 

◇バスケットボール競技　【郡家西ミニバスケットボールクラブ男子】（河村友也、水本悠斗；林田時生、
沖田知也、岡本彬史、山嵜健太、小谷健心、田中克樹、古川祐士、下田滉平、加藤竣哉、澤谷真生、中
田裕也、石破友哉、青木太一、中島達弥、山根悠輔、田中裕大、絹見流生、田中達貴）：県スポ少大会 
第1位、【郡家西ミニバスケットボールクラブ女子】（中本柴於里、高濱　彩、野田こころ、島本遥加、
尾!　彩、谷口　愛、野田ほのか、森木芹奈、入江桃子、井関孝美、棟尾由佳、林田　桜、青木奈々、
高濱　萌）：全関西大会　県予選　第１位、【中央中学校男子バスケットボール部】（前田茄寿哉、松本直士、
野々崎雄斗、中田由希也、石破宏樹、亀井寛史、田中慎吾、林　祐輝、丸山省吾、前田健吾、福谷磨人、
西谷　航、井上　明、上嶋脩平、森木涼志）：県民スポレク　中学男子の部　第１位 

『天満山公園』を紹介します（八頭町観光協会） 

　天満山公園は標高約200メー
トルの小高い丘にあり、約1000
本あまりの桜が咲き誇ります。
公園内には学問の神様が祀られ
ている「船岡天満宮」があり、
合格祈願の参拝客も多く見られ
ます。 
　また、毎年春に天満山さくら
祭りが開催され、内外の花見客
で大変賑わいます。 

八頭町体育協会の事業予定 平成20年度 

　平成20年度八頭町体育協会主催並びに各種専門部主催大会が下記の予定で開催致しますので、多数参加し
ていただきますようご案内いたします。なお、都合により日程並びに会場等変更になる場合は、ご了承願い
ます。また、今年度より下記の各専門部主催の大会・教室等も記載いたしましたので、ご希望の方は気軽に
参加してください。 

【町民大会関係】　※大会要項等は、部落関係者へご案内致します。 

【専門部主催大会】　※大会要項等参加希望の方は、直接右記部長さんへご連絡ください。 

【専門部主催教室・講習会】　※ご希望の方は、お気軽に直接会場か右記部長さんへご連絡ください。 

【専門部部員募集】　※ご希望の方は、お気軽に直接会場か右記部長さんへご連絡ください。 

八頭町武道（柔道・剣道・空手）大会 
八頭町壮年ソフトボール大会　予備日5/25 
八頭町バレーボール大会八東地域予選会 
八頭町バレーボール大会船岡地域予選会 
八頭町グラウンドゴルフ大会 
八頭町バレーボール大会 
船岡地域ゲートボール大会 
郡家地域ゲートボール大会 
郡家地域部落対抗ソフトテニス大会 
八頭町野球大会（地域対抗壮年の部） 
八頭町少年野球大会 
県民スポレク祭（水泳） 
八頭町ホッケー大会 
八東地域ゲートボール大会 
八頭町ペタンク大会 
第３回森下広一杯八頭町マラソン大会 
八頭町スポーツの日 
県民スポレク祭（秋季） 
八頭町バドミントン大会 
船岡駅伝大会 
八頭町バスケットボール大会 
八頭町ゲートボール大会 
八頭町民卓球大会 
正月マラソン大会 

日 
日 
日 
日 
土 
日 
日 
日 
日 
水 
土・日 
土・日 
祭日 
土 
日 

体育の日 
日 
土・日 
日 
 
日 
日 
日 
祭日 

４ 
５ 
 
６ 
 
 

７
 
 
 
 
８ 
 
 
９ 
 
 
10 
 
 

11 
 
 
12 
１ 

６ 
18 
15 
15 
21 
13 
20 
20 
20 
上旬 
23・24 
30・31 
15 
20 
28 
13 
19 
25・26 
23 
中旬 
16 
下旬 
14 
２ 

郡家武道場 
八東野球場、郡家野球場ほか 
若者体育館・丹比小体育館 
船岡トレセン・船岡中体育館 
八東川河川公園 
郡家体育館、トレセン 
船岡屋内広場 
郡家ドーム 
八東総合運動公園屋根付広場 
郡家野球場 
郡家野球場 
中部予定 
八頭高ホッケー場 
八東総合運動公園屋根付広場 
安部小学校校庭 
船岡中学校、船岡コース 
船岡トレセン 
県内各地 
中央中体育館・郡家体育館 
船岡地域 
郡家体育館 
八東総合運動公園屋根付広場 
郡家体育館 
八東庁舎前 

大　　　会　　　名 会　　　　場 
曜日 日 

開催月日 

主催専門部 大　 会　 内　 容 会　　　場 連絡先 

月 

バドミントン部 
ペ タ ン ク 部  
卓 球 部  
バレーボール部 

郡家体育館・中央中体育館
船岡小学校校庭 
船岡トレーニングセンター 
船岡トレーニングセンター 

林　　部長 
西 尾 部長 
松 田 部長 
山 下 部長 

６月22日（日）ビギナーズカップ 
６月22日（日）八頭町シングルス選手権大会 
８月３日（日）八頭ダブルス大会 
10月５日（日）八頭町チャリティーバレーボール大会 

募集チーム 募 集 内 容 ほ か  練習会場 連絡先 
バレー部 
（船岡FCチーム） 
バレー部 
（八頭クラブチーム） 
バレー部 
（郡家婦人バレーボールチーム） 
バレー部 
（郡家成年バレーボールチーム） 
バレー部 
（八東バレーボールチーム） 
バレー部 
（八東成年バレーボールチーム） 

毎週火曜・金曜　午後８時30分～午後10時 
船岡地域既婚婦人の方 
毎週水曜・土曜　午後８時30分～午後10時 
町民35歳以上女性の方 
週金曜　午後８時～午後10時 
郡家地域既婚婦人の方 
毎週火曜・土曜　午後８時～午後10時 
郡家地域15歳以上男性の方 
毎週月曜・木曜　午後８時30分～午後10時 
八東地域15歳以上女性の方 
毎週月曜・木曜　午後８時30分～午後10時 
八東地域15歳以上男性の方 

船岡トレーニングセンター 

船岡トレーニングセンター 

郡家体育館 

大御門体育センター 

八東若者体育館 

八東若者体育館 

山 下 部長 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

主催専門部 内　　　　　容 会　　　場 連絡先 
ペ タ ン ク 部  
ホ ッ ケ ー 部  

希望会場 
八頭高グラウンド 

西 尾 部長 
平 木 部長 

各地域公民館等へ講師派遣します。 
ホッケー教室４月～11月　毎週土曜日　小学生以下対象 

県の「童謡・唱歌百景」に選定され、「春がきた」の歌碑が建っています 
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妊婦健診助成回数が5回になります 

4月15日から5月14日 

役場へのお問い合わせは 
　　　　　こちらへどうぞ 

　町では、妊婦の健康保持増進、及びお腹の赤ち
ゃんの健やかな発育を願って妊婦の方に妊婦健康
診査の助成を実施しています。今まで２回であっ
た助成が今年度より５回になります。 
　平成20年３月31日以前に母子健康手帳の交付手
続きを行った方で、出産予定日が今年度中の方に
は、個別に追加交付の案内を行います。 
　なお、妊娠中の健診は妊婦の健康や、お腹の赤
ちゃんの育ち具合を見るために大切です。医療機
関などで定期的に健診を受けましょう。 
 
　健診のめやす 
☆ ～妊娠23週　　：毎月１回 
☆ 妊娠24～35週　：毎月２回以上 
☆ 妊娠36週以降　：毎週１回  

※腹痛や出血等異常が感じられたら、随時受診し
てください。  

【お問い合わせ先】 
　郡家保健センター　172－3566 
　船岡保健センター　173－0670 
　八東保健センター　184－1234

　「みどりの日（５月４日）」をはさむ５月14日ま
では「みどりの月間」です。この機会に、環境・
景観の保全、防災など緑のもつ機能や役割につい
てあらためて考えて見ましょう。 

役場本庁舎 
総務課　176－0201　出納室　176－0202       
税務課　176－0204　福祉課　176－0205・0211 
産業課　176－0208　建設課　176－0206       
上下水道課　176－0207　企画人権課　176－0203   
情報政策室　176－0210 

 
役場船岡庁舎 

住 民 課　　172－0044　産業建設課　172－3973     
収納対策室　172－3976　地籍調査課　172－3154   
八頭町議会　172－3975 

 
役場八東庁舎 

住 民 課　　184－1222・1220 
産業建設課　184－1226・1228 
農業委員会事務局　184－1227 
教育委員会事務局　教育課　　　184－1231 
　　　　　　　　　生涯学習課　184－1232

みどりの月間 みどりの月間 みどりの月間 

３月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,811 
19,890 
9,575 
10,315

（＋２） 

（－５） 

（－３） 

（－２） 

世帯 

人 

人 

人 

２月20日 

23日 

２月７日 

９日 

15日 

25日 

28日 

２月22日 

一　欽・怜　子 

浩　美・智　美 

　健　・麻　衣 

太　陽・裕　美 

規　夫・尚　子 

耕　士・倫　美 

邦　彦・涼　子 

政　彦・百　合 

か     ほ      

そう    た     

ひ  ま  り    

は  る  と    

お      と     

さ      え     

と  う  あ    

あ  い  み   

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ 

（敬称略） ひとのうごき 

２月12日 

16日 

16日 

19日 

20日 

22日 

23日 

25日 

３月２日 

３日 

４日 

７日 

９日 

２月18日 

25日 

25日 

３月３日 

２月10日 

11日 

11日 

17日 

21日 

27日 

29日 

３月３日 

５日 

６日 

８日 

８９ 

７１ 

８５ 

８１ 

９１ 

６６ 

８２ 

７０ 

９３ 

８６ 

９５ 

９６ 

９５ 

９７ 

８６ 

７１ 

８２ 

７３ 

８０ 

８８ 

６７ 

８８ 

８３ 

８１ 

８７ 

７７ 

８８ 

８７ 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

郡
家
地
域 

八
東
地
域 

船
岡
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

（　宝　） 

（賀茂町） 

（新　庄） 

（船岡殿） 

（丸　山） 

（下　町） 

（丸　山） 

（皆　原） 

（郡家西区） 

（東市場） 

（国中一区） 

（西御門） 

（市　谷） 

（奥山上） 

（上峰寺） 

（東市場） 

（西御門） 

（麻　生） 

（堀　越） 

（福　地） 

（井　古） 

（薬　師） 

（下　野） 

（見槻中） 

（下　濃） 

（新興寺） 

（三山口） 

（富　枝） 

（新興寺） 

（岩　渕） 

（新興寺） 

（新興寺） 

（日　田） 

（　島　） 

（富　枝） 

（日　田） 

お
め
で
た 

柳原　花帆 

谷口　蒼太 

船原　陽莉 

西澤　陽冬 

鈴木　欧音 

鎌谷　紗衣 

大橋　透空 

上田　藍未 地
域 

八
東 

山口　久枝 
橋本　義春 
山本　美江 
高木　�　 
永江　希仁 
佐久間喜代實 
加藤　春枝 
橋本　正美 
矢部　春枝 
永田　　男 
井口　周造 
田中　クラ 
影山　多平 
名倉　政子 
林　　かね 
西宮　賢治 
大川�　子 
小林　義正 
山根　蔦子 
森田　壽雄 
藤田　忠男 
保木本久惠 
藤田　春子 
藤田のぶ子 
木下喜久惠 
中島　隆男 
上田かめこ 
本城　浪子 

農業委員会 

≪次回農業委員会開催予定≫ 

　平成20年４月10日（木） 
（※申請書は毎月25日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。） 

【提出・お問い合わせ先】 
　本 庁 舎（産業課）　　　　　176－0208 
　船岡庁舎（産業建設課）　　　172－3973 
　八東庁舎（農業委員会事務局）184－1227

●第12回農業委員会審議内容（平成20年３月10日） 
　１．農地法の規定による許可申請 
　　　（所有権移転）２件　（転用）６件 
　２．農用地利用集積計画の決定 
　　　（使用貸借・賃貸借）75件 
　３．農業振興地域整備計画の変更　３件 
　４．平成20年度農作業標準賃金の決定 
 
　報告事項 
　・合意解約　５件 

あなたの農地は大丈夫ですか？ 

　最近、個人間の口約束等で売買や貸借がされた農地についてのトラブルが発生しています。 
　農業委員会は、農地の売買や貸借等について審議し許可をしています。この許可がない場合、売買や贈
与に伴う所有権の移転登記ができない場合があります。また口約束による契約では、当然の権利・義務と
して相手方に主張できることができなくなる可能性があります。 
　農地は大切な財産です。トラブルの発生を避けるためにも、正式な手続きを行ってください。 
　詳細については、農業委員会事務局（184－1227）へお尋ねください。 

税目別納付月のお知らせ  平成20年度 

　平成20年度の八頭町での税の納付月は次の表のとおりです。みなさん期限内納付にご協力ください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
納税通知書の取り扱いについて  
　各税の納税通知書の様式が電算処理用になっておりますので、次のことに留意していただき、ご協力くだ
さいますようお願いします。 
　①　「納税通知書兼領収証書」は、税の納付が終わるまで使用しますので、大切に保存してください。 
　②　軽自動車税の納税通知書には、車検用の納税証明書が添付してありますので大切に保存してください。 
③　「領収済通知書」（切り取り線より右側）は機械により収納事務処理をいたしますので、折ったり汚した
りしないでください。 

　④　納付書を紛失されたときは再発行いたしますので、税務課及び各支所住民課までご連絡ください。  
【お問い合わせ先】 
　役場税務課　176－0204　FAX73－0147　 船岡支所住民課　172－0044　 八東支所住民課　184－1222 
　固定資産税の縦覧期間は、（４月１日から４月30日）までです。 

固 定 資 産 税  

町 県 民 税  

国民健康保険税 

軽 自 動 車 税  

自動車税（県税） 

○ 
１期 
 
 
 
 
○ 
全期 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 

　　 
 
○ 
１期 
○ 
１期 
 

○ 
２期 
 

 
 
○ 
２期 
 

 
 
 
 
○ 
２期 
 

 
 
○ 
３期 
 

 
 
 
 
○ 
３期 
 

○ 
３期 
 

 
 
○ 
４期 
○ 
４期 
 

○ 
４期 
 

 
税　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 
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男女共同参画啓発シリーズ 　 

男女共同参画を推進しよう 
　一時中断をしていました男女共同参画啓発
４コマ漫画シリーズが今月号から復活するこ
ととなりました。身近な視点で男女共同参画
について町民の皆様とともに考えていきたい
と思いますのでよろしくお願いします。 
　さて、日本は「女性の社会的地位」に関し
ては「後進国」と言われています。その背景
には長年培った人々の「意識」「価値観」「慣
習」が変わらないことが大きな要因と考えら
れます。「女性の社会的地位」の先進国入り
を目指すには、身近な家庭、地域、職場など
で人々の意識を変えていくことが重要です。 

◯ 23

　広報やず３月号でお知らせしておりました、「ラジオ深
夜便のつどい」の第一部「こころの時代」講演会の講師、
放送予定が決まりましたのでお知らせします。 

八頭町誕生３周年記念 ラジオ公開録音 

◆詳しくは、広報やず３月号または、八頭町ホーム
ページをご覧下さい。 

内容 

第一部：「こころの時代」講演会 

講師　# 塚 人 志 
・鳥取大学医学部准教授  
・とっとりコミュニケーション研究会会長 
 
放送予定 
平成20年５月23日（金）午後11時20分～翌午前５時  

＜ラジオ第１放送・全国放送＞  
※午前１時からはＦＭでも放送します。なお、放送予定は
変更になる場合があります。 

日時　４月29日（火）：昭和の日 
　　　　10:00～15:00（受付9:00～） 
会場　船岡竹林公園（八頭町西谷） 

 

 
 
  

　竹林でのタケノコ堀り体験、竹トン
ボ飛距離競技、その他「竹」にこだわ
ったたくさんのイベントを企画中です。 
　詳細については、役場船岡支所産業
建設課にお問い合わせください。（172
－3973） 
 
 

　　　　美しいブナの原生林の中
で、春の森林浴をお楽しみください。 
　詳細については、役場八東支所
産業建設課にお問い合わせくださ
い。（184－1226） 
 
 

　　　　公園の中を流れる清流を
会場にヤマメ釣り大会など各種イ
ベントを企画中です（ホームペー
ジで随時更新）。お楽しみに！ 
　詳細については、役場産業課に
お問い合わせください。（176－0208） 

豊かな自然に包まれて 
ご家族・仲間どうしで楽しんでみませんか 

八東ふる里の森オープンイベント開催 八東ふる里の森オープンイベント開催 

開催予定 

第14回ふなおか竹林まつり 第14回ふなおか竹林まつり 

安徳の里姫路公園まつり 安徳の里姫路公園まつり 

ゴールデンウィークはゴールデンウィークはゴールデンウィークは
イベント満載 

　 塚 人 志 

たか つか ひと し 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

平成20年度施政方針  

平成20年度予算の概要 

後期高齢者医療制度が始まりました 

八頭町のごみ収集事情⑦ 

まちの話題 

・・・・・・・・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・・・・・・４～５P 

・・・・・・・６P 

・・・・・・・・・・・・・・７P 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・16～17P 

 

今月の主な内容 

３月15日、郡家図書館でおはなし会がありました。幼少
期に読み聞かせをしてあげると、親子関係が親密になり相
手の気持ちを思いやる心が育つ効果があると言われていま
す。機会があれば毎月町内の図書館（室）で行われるおは
なし会においでください。 
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読み聞かせで思いやりの心を 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 


